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前
漢
後
期
の
劉
向
（
前
七
九
～
前
八
）
に
『
新
序
』
『
説
苑
』
『
列
女
伝
』
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
う
三
つ
の
著
作
が
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
三
書
の
成
立
時
期
を
、
下
見
隆

雄
氏
や
池
田
秀
三
氏
の
考
証
を
参
考
に
し
て
、
河
平
四
年
（
前
二
五
）
か
ら
永

始
四
年
（
前
一
三
）
ま
で
の
約
十
二
年
の
間
と
考
え
、
ま
た
成
立
の
順
序
と
し

て

は
、
『
新
序
』
が
ま
ず
成
立
し
、
そ
の
後
『
説
苑
』
と
『
列
女
伝
』
が
相
前

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

後
し
て
成
立
し
た
と
見
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
さ
て
、
野
間
文
史
氏
、
池
田
秀
三
氏
、
下
見
隆
雄
氏
な
ど
の
先
行
諸
研
究
は
、

こ
れ
ら
三
書
は
説
話
集
の
体
裁
を
取
り
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
古
事
に
託
し
て
劉

向
自
身
の
思
想
を
表
現
す
る
と
す
る
。
ま
た
池
田
秀
三
氏
は
、
『
漢
書
』
巻
三

　
　
　
　
　
ら
　

六

の

劉
向
伝
（
以
下
、
『
漢
書
』
本
伝
と
略
称
）
に
基
づ
い
て
、
劉
向
の
三
書

の

目
的
が
、
王
教
を
宣
揚
し
、
外
戚
後
宮
の
専
横
を
抑
制
す
る
に
あ
っ
た
と
指

　
　
　
　
　

摘
す
る
。
こ
の
よ
う
に
三
書
は
、
成
立
時
期
が
相
近
接
し
、
思
想
の
表
現
形
式

も
相
類
似
し
、
ま
た
著
作
の
目
的
も
一
致
す
る
、
劉
向
晩
年
の
思
想
を
知
る
た

め

の
好
材
料
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
説
苑
』
に
「
至
公
」
と
い
う
一
篇
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
劉
向

が
公
私

と
い
う
問
題
に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
篇
で

劉
向
は
天
意
に
従
う
禅
譲
を
至
公
と
す
る
考
え
を
提
示
し
て
い
る
。
一
方
、
劉

向
は
『
説
苑
』
の
成
立
時
期
と
重
な
る
成
帝
の
陽
朔
二
年
（
前
二
三
）
に
友
人

の
陳
湯

に
対
し
て
「
災
異
此
の
如
く
に
し
て
而
も
外
家
は
日
々
に
盛
ん
な
り
、

其
れ
漸
み
て
必
ず
劉
氏
を
危
う
く
せ
ん
。
吾
は
幸
い
に
同
姓
の
末
属
な
る
を
得

て
、
累
世
　
漢
の
厚
恩
を
蒙
り
、
身
は
宗
室
の
遺
老
た
り
て
、
三
主
に
歴
事
せ
り
。

上
　
我
の

先
帝
の
旧
臣
な
る
を
以
て
進
見
す
る
毎
に
優
礼
を
加
う
。
吾
に
し
て

言
わ
ざ
れ
ば
、
執
か
当
に
言
う
べ
き
者
ぞ
（
災
異
如
此
、
而
外
家
日
盛
、
其
漸

必
危
劉
氏
。
吾
幸
得
同
姓
末
属
、
累
世
蒙
漢
厚
恩
、
身
為
宗
室
遺
老
、
歴
事
三

主
。
上
以
我
先
帝
旧
臣
、
毎
進
見
常
加
優
礼
、
吾
而
不
言
、
敦
当
言
者
）
」
（
『
漢

書
』
本
伝
）
と
述
べ
、
漢
室
の
一
員
と
し
て
宣
帝
・
元
帝
・
成
帝
の
三
代
に
仕

え
て
き
た
立
場
か
ら
、
外
戚
王
氏
の
専
権
に
よ
り
劉
氏
王
朝
が
滅
亡
の
危
機
に

陥
ろ
う
と
す
る
の
を
憂
慮
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
漢
王
朝
の
存
続
に
対
す
る

危
機
感
と
天
意
に
従
う
禅
譲
を
至
公
と
す
る
『
説
苑
』
の
趣
旨
と
は
、
『
説
苑
』

の

成
立
時
期
の
劉
向
の
意
識
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
た
だ
ろ
う

か
。
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
ち
、
ま
ず
『
説
苑
』
を
中
心
資
料
に

据
え
『
新
序
』
を
補
助
的
に
用
い
て
、
『
説
苑
』
に
見
え
る
劉
向
の
公
私
観
の

幼（餅10一
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特
徴
を
考
察
す
る
。
次
に
、
劉
向
の
上
奏
文
を
手
掛
か
り
に
『
説
苑
』
で
そ
の

公
私
観
を
提
示
し
た
背
景
を
探
る
。
最
後
に
、
劉
向
が
『
説
苑
』
で
天
意
に
従

う
禅
譲
を
至
公
と
し
て
提
示
し
た
理
由
を
推
定
す
る
。

一
、

『説
苑
』
に
見
え
る
劉
向
の
公
私
観

　
本
章
は
『
説
苑
』
を
中
心
資
料
と
し
、
『
新
序
』
を
補
助
的
に
用
い
な
が
ら
、

『説
苑
』
に
見
え
る
劉
向
の
公
私
観
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
『
説
苑
』

至
公
篇
の
冒
頭
第
一
章
の
論
説
文
に
着
目
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
「
人
君
の
公
」

及
び

「
人
臣
の
公
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
何
か
を
個
別
に
説
明
し
て
い
る
。
以
下
、

そ
れ
ら
の
内
容
及
び
関
連
資
料
の
分
析
を
通
し
て
劉
向
の
公
私
観
の
特
徴
を
ま

と
め
、
そ
の
上
で
関
連
す
る
別
の
公
私
の
論
に
つ
い
て
一
考
す
る
。

（
1
）
『
説
苑
』
至
公
篇
の
「
人
君
の
公
」

　
ま
ず
至
公
篇
第
一
章
の
「
人
君
の
公
」
の
内
容
を
確
認
す
る
。
劉
向
は
、
古

の

「大
公
」
を
実
践
し
た
人
物
と
し
て
帝
尭
を
挙
げ
、
そ
の
「
貴
き
は
天
子
と

為
り
、
富
は
天
下
を
有
ち
、
舜
を
得
て
之
に
伝
え
、
其
の
子
孫
に
私
せ
ず
。
天

　
　
　
　
　
　
　
　
す

下

を
去
る
こ
と
躍
を
遺
つ
る
が
若
し
（
貴
為
天
子
、
富
有
天
下
、
得
舜
而
伝
之
、

不
私
於
其
子
孫
也
。
去
天
下
若
遺
躍
）
」
と
い
う
行
為
を
掲
げ
て
、
己
の
子
孫

に
嗣
が
せ
て
天
下
を
私
物
化
せ
ず
に
舜
に
天
子
の
位
を
譲
り
渡
し
た
尭
の
行
為

を
、
君
主
の
公
平
さ
の
象
徴
と
し
て
例
示
す
る
。
こ
れ
は
、
天
下
の
利
益
を
公
、

君
主
の
欲
を
私
と
し
、
君
主
が
私
欲
を
抑
え
て
公
利
を
実
現
す
る
こ
と
を
良
し

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
劉
向
は
先
の
文
に
続
け
て
「
孔
子
曰
く
、
魏
魏
乎

と
し
て
惟
だ
天
を
大
と
為
す
。
惟
だ
尭
の
み
之
に
則
る
（
魏
魏
乎
惟
天
為
大
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惟
尭
則
之
）
」
と
述
べ
、
発
の
禅
譲
を
天
意
に
従
っ
た
も
の
だ
と
し
、
こ
の
天

意

に
従
う
禅
譲
を
「
人
君
の
公
」
と
す
る
。
こ
れ
は
、
実
質
上
天
意
を
公
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
天
と
君
主
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
君
道
篇
四
一
章
に
「
天
の

人

を
生
ず
る
や
、
蓋
し
以
て
君
の
為
に
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。
天
の
君
を
立
つ

る
や
、
蓋
し
以
て
位
の
為
に
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。
夫
れ
人
君
と
為
り
て
、
其

の
私
欲
を
行
い
て
其
の
人
を
顧
み
ず
、
是
天
意
を
承
け
ず
、
其
の
位
の
事
に
宜

し
き
所
以
を
忘
る
る
な
り
（
天
之
生
人
也
、
蓋
非
以
為
君
也
。
天
之
立
君
也
、

蓋
非
以
為
位
也
。
夫
為
人
君
、
行
其
私
欲
而
不
顧
其
人
、
是
不
承
天
意
、
忘
其

位
之
所
以
宜
事
也
）
」
と
も
見
え
る
。
こ
こ
で
は
君
主
が
天
か
ら
そ
の
地
位
を

与
え
ら
れ
た
の
は
民
を
愛
し
む
た
め
で
あ
る
か
ら
、
私
欲
を
懐
い
て
民
の
利
益

を
顧
み
な
い
の
は
天
意
に
背
き
君
位
に
居
る
資
格
を
忘
れ
た
こ
と
だ
と
し
て
、

天
意
に
従
い
天
下
を
公
共
物
と
す
る
者
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
こ
れ
を
統
治
し
う

る
と
い
う
論
理
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
天
下
の
利
益
を
公
、
君
主
の
欲
を
私
と
劉
向
が
見
る
こ
と
に
関
連
し

て
、
至
公
篇
の
五
章
及
び
『
新
序
』
節
士
篇
一
章
を
見
て
お
く
。
ま
ず
至
公
篇

五
章
の
説
話
の
冒
頭
部
分
で
、
五
帝
は
位
を
賢
人
に
譲
り
三
王
の
位
は
子
が
嗣

い
だ

が
ど
ち
ら
が
正
当
か
と
秦
始
皇
帝
が
問
う
と
、
飽
叔
令
之
は
答
え
て
「
天

下
官
な
り
と
は
則
ち
賢
に
禅
る
是
な
り
。
天
下
家
な
り
と
は
則
ち
世
継
ぐ
是
な

り
。
故
に
五
帝
は
天
下
を
以
て
官
と
為
し
、
三
王
は
天
下
を
以
て
家
と
為
す
（
天

下
官
則
禅
賢
是
也
。
天
下
家
則
世
継
是
也
。
故
五
帝
以
天
下
為
官
、
三
王
以
天

下
為
家
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
天
下
を
「
官
」
す
る
と
い
う
こ
と
を
天
下
を
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　

共
物
と
す
る
の
意
に
、
天
下
を
家
と
す
る
と
い
う
こ
と
を
天
下
を
私
物
化
す
る

の
意
に
捉
え
て
お
く
。
こ
の
説
話
は
、
五
帝
の
禅
譲
を
天
下
を
公
共
物
と
す
る

統
治
、
三
王
の
世
襲
を
天
下
を
私
物
化
す
る
統
治
と
評
価
し
て
、
両
者
を
上
下

に
区
別
し
つ
つ
禅
譲
を
是
と
す
る
の
で
あ
る
。
次
に
『
新
序
』
節
士
篇
一
章
の

説
話
で
は
、
尭
か
ら
舜
へ
、
そ
し
て
舜
か
ら
禺
へ
と
天
下
が
受
け
継
が
れ
た
そ

の
時
、
諸
侯
の
身
分
を
棄
て
た
伯
成
子
高
が
そ
の
理
由
を
「
昔
尭
の
天
下
を
治

む
る
や
、
天
下
を
挙
げ
て
之
を
他
人
に
伝
う
る
は
、
至
無
欲
な
り
。
賢
を
択
び

て

之

に
其
の
位
を
与
う
る
は
、
至
公
な
り
。
至
無
欲
至
公
の
行
を
以
て
天
下
に

示
す
。
故
に
賞
せ
ず
し
て
民
勧
み
、
罰
せ
ず
し
て
民
畏
る
。
舜
も
亦
猶
然
り
。

今
君
賞
罰
し
て
民
の
欲
且
に
私
多
か
ら
ん
と
す
。
是
君
の
懐
く
所
私
な
れ
ば
な

り
（
昔
禿
之
治
天
下
、
挙
天
下
而
伝
之
他
人
、
至
無
欲
也
、
択
賢
而
与
之
其
位
、

至
公
也
。
以
至
無
欲
至
公
之
行
示
天
下
、
故
不
賞
而
民
勧
、
不
罰
而
民
畏
。
舜

亦
猶
然
。
今
君
賞
罰
而
民
欲
且
多
私
、
是
君
之
所
懐
者
私
也
）
」
と
述
べ
て
い
る
。

謝（卜10一
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こ
の
説
話
は
、
君
主
の
無
欲
を
公
、
君
主
の
欲
を
私
と
し
て
、
尭
舜
の
禅
譲
が

賞
罰
を
用
い
ず
に
教
化
の
意
義
を
発
揮
し
た
こ
と
と
禺
の
賞
罰
を
用
い
た
統
治

が
民

に
私
欲
を
起
さ
せ
た
こ
と
と
を
上
下
に
区
別
し
、
禅
譲
を
是
と
す
る
の
で

あ
る
。

　
以

上
、
『
説
苑
』
至
公
篇
一
章
は
天
意
に
従
う
尭
の
禅
譲
を
「
人
君
の
公
」

の

例
と
し
て
挙
げ
、
天
下
の
利
益
を
公
、
君
主
の
欲
を
私
と
し
て
、
公
を
立
て

て

私
を
抑
え
よ
と
す
る
。
こ
う
し
た
公
私
観
に
立
っ
て
、
君
道
篇
四
一
章
は
天

下

を
公
共
物
と
す
る
者
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
天
下
を
統
治
し
う
る
と
い
う
論
理

を
示
し
、
至
公
篇
五
章
は
五
帝
の
禅
譲
を
公
、
三
王
の
世
襲
を
私
と
評
価
し
て

上
下

に
区
別
し
、
『
新
序
』
節
士
篇
一
章
は
尭
舜
の
禅
譲
に
よ
る
教
化
を
公
、

禺
の
賞
罰
を
用
い
た
統
治
を
私
と
し
て
上
下
に
区
別
し
て
い
た
。

（
2
）
『
説
苑
』
至
公
篇
の
「
人
臣
の
公
」

　
次
に
、
至
公
篇
一
章
に
よ
っ
て
「
人
臣
の
公
」
の
内
容
を
確
認
す
る
。

　
　
彼
の
人
臣
の
公
は
、
官
事
を
治
む
れ
ば
則
ち
私
家
を
営
ま
ず
、
公
門
に
在

　
　
れ
ば

則
ち
貨
利
を
言
わ
ず
、
公
法
に
当
れ
ば
則
ち
親
戚
に
阿
ら
ず
、
公
を

　
　
奉
じ
賢
を
挙
ぐ
れ
ば
則
ち
仇
讐
を
避
け
ず
（
彼
人
臣
之
公
、
治
官
事
則
不

　
　
営
私
家
、
在
公
門
則
不
言
貨
利
、
当
公
法
則
不
阿
親
戚
、
奉
公
挙
賢
則
不

　
　
避
仇
讐
）
。

　
臣
下
の
公
平
さ
と
は
、
官
事
を
逸
脱
し
て
自
家
の
利
益
を
追
求
せ
ず
、
国
法

の
執
行
や
賢
人
の
推
挙
に
際
し
て
己
の
感
情
を
排
除
す
る
態
度
を
い
う
。
こ
れ

は
、
国
家
の
利
益
を
公
と
し
、
官
事
を
逸
脱
す
る
行
為
や
己
の
感
情
を
私
と
し
、

公
を
立
て
私
を
抑
え
よ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
臣
下
の
公
と
し
て
の
尊
賢
使
能
及
び
信
賞
必
罰
と
い
う
二
つ
の

職
務
上
の
原
則
に
対
応
し
て
、
『
説
苑
』
は
こ
の
両
原
則
の
君
主
の
統
治
に
と
っ

て

の

意
義
を
説
い
て
い
る
の
で
、
以
下
に
そ
れ
を
確
認
し
な
が
ら
、
至
公
篇
の

「
人
君
の
公
」
と
「
人
臣
の
公
」
と
の
相
互
関
係
を
考
え
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

（
3
）
『
説
苑
』
の
公
私
観
の
特
徴

　
ま
ず
、
尊
賢
使
能
の
原
則
の
君
主
の
統
治
に
と
っ
て
の
意
義
に
関
す
る
劉
向

の
考
え
を
『
説
苑
』
君
道
篇
一
章
及
び
尊
賢
篇
一
章
の
論
説
文
に
よ
り
確
認
し

た
い
。
君
道
篇
一
章
に
は
、
晋
平
公
の
下
問
に
答
え
た
師
暖
の
言
葉
と
し
て
「
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

君
の
道
は
、
清
浄
無
為
に
し
て
、
務
め
は
博
愛
に
在
り
、
趨
き
は
任
賢
に
在
り

（人
君
之
道
、
清
浄
無
為
、
務
在
博
愛
、
趨
在
任
賢
）
」
と
あ
る
。
劉
向
は
、
君

主

の

あ
る
べ
き
統
治
の
態
度
は
身
を
清
浄
に
し
無
用
の
作
為
を
し
な
い
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
役
目
は
民
衆
を
博
く
愛
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
実
現
す

る
手
段
は
賢
人
を
任
用
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
一
方
尊
賢
篇
一
章
で
は

　
　
　
　
わ
た

「
江
海
を
絶
る
者
は
船
に
託
し
、
遠
道
を
致
さ
ん
と
欲
す
る
者
は
乗
に
託
し
、

覇
王
た
ら
ん
と
す
る
者
は
賢
に
託
す
。
伊
サ
・
呂
尚
・
管
夷
吾
・
百
里
蘂
は
、

此
れ
覇
王
の
船
乗
な
り
。
父
兄
と
子
孫
と
を
釈
つ
る
は
、
之
を
疏
ん
ず
る
に
非

ざ
る
な
り
、
庖
人
・
釣
屠
と
仇
讐
・
僕
虜
と
に
任
ず
る
は
、
之
に
阿
る
に
は
非

ざ
る
な
り
。
社
稜
を
持
し
、
功
各
を
立
つ
る
の
道
は
然
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り

（絶
江
海
者
託
於
船
、
致
遠
道
者
託
於
乗
、
欲
覇
王
者
託
於
賢
。
伊
サ
・
呂
尚
・

管
夷
吾
・
百
里
奨
、
此
覇
王
之
船
乗
也
。
釈
父
兄
与
子
孫
、
非
疏
之
也
。
任
庖

人
・
釣
屠
与
仇
讐
・
僕
虜
、
非
阿
之
也
。
持
社
稜
立
功
名
之
道
、
不
得
不
然
也
）
」

と
あ
り
、
賢
人
の
器
量
を
「
覇
王
の
船
乗
」
と
喩
え
な
が
ら
、
料
理
人
の
伊
サ
・

猟
師
で
屠
殺
人
の
呂
尚
・
仇
讐
に
当
る
管
夷
吾
・
僕
虜
に
当
る
百
里
異
が
そ
れ

ぞ
れ
の

君
主
（
股
湯
王
・
周
武
王
・
斉
桓
公
・
秦
穆
公
）
に
重
臣
と
し
て
任
用

さ
れ
た
の
は
、
そ
の
君
主
が
肉
親
を
疏
ん
じ
た
か
ら
で
も
彼
ら
に
阿
っ
た
か
ら

で
も
な
く
、
国
家
を
維
持
し
功
名
を
立
て
る
た
め
に
彼
ら
を
必
要
と
し
た
か
ら

だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
血
縁
の
有
無
や
身
分
の
上
下
に
拘
ら
ず
賢
人
を
採
用

し
よ
う
と
す
る
尊
賢
使
能
の
精
神
は
君
臣
双
方
が
行
う
べ
き
原
則
で
あ
り
、
ま

た
君
主
が
功
名
を
立
て
国
家
を
維
持
す
る
た
め
に
是
非
と
も
必
要
な
条
件
だ
と

劉
向
は
す
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
信
賞
必
罰
の
原
則
の
君
主
の
統
治
に
と
っ
て
の
意
義
に
関
す
る
劉
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
考
え
を
、
至
公
篇
十
八
章
の
説
話
及
び
政
理
篇
一
・
三
章
の
論
説
文
に
よ
り

確
認
し
て
い
き
た
い
。
至
公
篇
十
八
章
で
は
、
法
を
犯
し
た
太
子
を
法
に
従
っ

働（傷10一



彦英部南

て

処
断
し
た
廷
理
の
処
置
を
良
し
と
す
る
楚
の
荘
王
の
言
葉
に
「
法
と
は
宗
廟

を
敬
い
、
社
稜
を
尊
ぶ
所
以
な
り
。
故
に
能
く
法
を
立
て
令
に
従
う
者
は
社
稜

の

臣
な
り
。
安
ぞ
以
て
諌
を
加
う
べ
き
か
。
夫
れ
法
を
犯
し
令
を
廃
し
、
社
稜

を
尊
敬
せ
ざ
る
は
、
是
臣
　
君
を
棄
て
、
下
　
上
を
陵
ぐ
な
り
。
社
稜
守
ら
ざ

れ

ば
、
吾
何
を
以
て
子
に
遺
さ
ん
（
法
者
所
以
敬
宗
廟
、
尊
社
稜
。
故
能
立
法

従
令
、
尊
敬
社
稜
者
、
社
稜
之
臣
也
。
安
可
以
加
諌
。
犯
法
廃
令
、
不
尊
敬
社
稜
、

是
臣
棄
君
、
下
陵
上
也
。
社
稜
不
守
、
吾
何
以
遺
子
）
」
と
あ
り
、
法
は
社
稜

を
尊
び
敬
う
た
め
の
も
の
で
、
法
令
に
よ
く
従
う
者
が
社
稜
の
臣
で
あ
り
、
臣

下
が
法
を
遵
守
す
る
こ
と
よ
っ
て
は
じ
め
て
国
家
を
維
持
し
、
君
位
を
世
嗣
へ

と
伝
授
で
き
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
臣
下
が
国
法
を
遵
守
し
信
賞
必
罰
を
行

う
こ
と
は
、
君
主
が
国
家
を
代
々
存
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
要
件
だ
と
劉
向
は

説
く
の
で
あ
る
。

　
続
い
て
『
説
苑
』
政
理
篇
一
・
三
章
を
見
て
い
こ
う
。
一
章
に
は
「
政
に
三

品
有
り
。
王
者
の
政
は
之
を
化
し
、
覇
者
の
政
は
之
を
威
し
、
強
国
の
政
は
之

を
脅
す
。
夫
れ
此
の
三
者
は
各
の
施
す
所
有
り
て
化
を
之
貴
し
と
為
す
（
政
有

三

品
。
王
者
之
政
化
之
、
覇
者
之
政
威
之
、
強
国
之
政
脅
之
。
夫
此
三
者
各
有

所
施
而
化
之
為
貴
　
）
」
と
あ
り
、
三
章
に
は
「
国
を
治
む
る
に
二
機
有
り
。

刑
徳
是
な
り
。
王
者
は
其
の
徳
を
尚
び
て
其
の
刑
を
希
く
し
、
覇
者
は
刑
徳
並

び
湊
り
、
強
国
は
其
の
刑
を
先
に
し
て
徳
を
後
に
す
（
治
国
有
二
機
、
刑
徳
是
也
。

王
者
尚
其
徳
而
希
其
刑
、
覇
者
刑
徳
並
湊
、
強
国
先
其
刑
而
後
徳
）
」
と
あ
っ
て
、

徳
教

を
刑
罰
よ
り
も
重
ん
じ
る
王
者
、
徳
教
と
刑
罰
を
同
等
に
用
い
る
覇
者
、

刑
罰
を
徳
教
よ
り
も
重
ん
じ
る
強
国
と
い
う
統
治
の
三
類
型
を
挙
げ
、
教
化
を

中
心
に
据
え
る
王
者
の
統
治
を
最
上
だ
と
す
る
。
三
章
で
は
続
い
て
「
刑
徳
は

化
の

由
り
て
興
る
所
な
り
。
徳
と
は
善
を
養
い
て
闘
く
る
を
進
む
る
者
な
り
。

刑
と
は
悪
を
懲
ら
し
て
後
を
禁
ず
る
者
な
り
。
故
に
徳
化
の
崇
き
者
は
賞
に
至

り
、
刑
罰
の
甚
だ
し
き
者
は
諌
に
至
る
。
夫
れ
諌
賞
は
賢
不
肖
を
別
ち
、
有
功

と
無
功
と
を
列
ぬ
る
所
以
な
り
（
刑
徳
者
、
化
之
所
由
興
也
、
徳
者
養
善
而
進

閥
者
也
、
刑
者
懲
悪
而
禁
後
者
也
、
故
徳
化
之
崇
者
至
於
賞
、
刑
罰
之
甚
者
至

於
諌
。
夫
諌
賞
者
、
所
以
別
賢
不
肖
而
列
有
功
与
無
功
也
）
」
と
し
て
、
功
績

の
有
無
に
応
じ
た
賞
罰
の
実
行
に
よ
っ
て
教
化
を
興
す
こ
と
を
述
べ
る
。
劉
向

は
賞
罰
の
実
行
を
教
化
の
重
要
な
手
段
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
直
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
ま

の

文
に
「
故
に
諌
賞
は
以
て
　
る
べ
か
ら
ず
。
諌
賞
　
れ
ば
則
ち
善
悪
乱
る
。

夫
れ
功
有
り
て
賞
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
善
勧
ま
ず
、
過
有
り
て
諌
せ
ざ
れ
ば
則
ち

悪
催
れ
ず
。
善
勧
ま
ず
、
悪
催
れ
ず
し
て
能
く
行
を
以
て
天
下
を
化
す
る
者
は
、

未
だ
嘗
て
聞
か
ざ
る
な
り
（
故
諌
賞
不
可
以
　
、
諌
賞
　
則
善
悪
乱
　
。
夫
有

功
而
不
賞
、
則
善
不
勧
、
有
過
而
不
諌
、
則
悪
不
催
、
善
不
勧
、
悪
不
催
、
而

能
以
行
化
乎
天
下
者
、
未
嘗
聞
也
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
信
賞
必
罰
が
行
わ
れ

な
い
場
合
に
は
国
の
秩
序
を
乱
す
と
す
る
。
つ
ま
り
、
賞
罰
の
実
行
が
教
化
の

意
義
を
持
ち
う
る
た
め
に
は
賞
罰
が
公
平
に
執
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る

の

で

あ
る
。
従
っ
て
劉
向
は
信
賞
必
罰
を
、
君
主
が
教
化
の
意
義
を
発
揮
す
る

た
め
の
要
件
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以

上
、
君
道
篇
一
章
は
君
主
の
統
治
の
原
則
と
し
て
賢
人
の
任
用
を
説
き
、

至
公
篇
十
八
章
は
臣
下
の
従
う
べ
き
原
則
と
し
て
国
法
の
遵
守
と
信
賞
必
罰
と

を
説
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
れ
を
君
主
が
国
家
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
要
件
と
し

て

い

た
。
ま
た
政
理
篇
一
・
三
章
で
は
信
賞
必
罰
を
君
主
が
教
化
の
意
義
を
発

揮
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
い
た
。
つ
ま
り
君
主
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
尊
賢

使
能
と
信
賞
必
罰
の
両
原
則
は
、
前
者
に
よ
り
有
能
な
臣
下
の
挙
げ
た
功
績
を

後
者
に
よ
り
褒
賞
し
て
教
化
の
効
用
を
挙
げ
る
と
い
う
具
合
に
、
両
者
相
侯
っ

て

国
家
の
存
続
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
説
苑
』
は
、
「
人
臣

の

公
」
と
し
て
の
尊
賢
使
能
と
信
賞
必
罰
と
い
う
両
原
則
の
、
君
主
の
統
治
に

と
っ
て
の
意
義
の
重
さ
を
認
め
、
実
質
上
そ
れ
ら
を
君
主
の
公
事
と
位
置
づ
け

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
劉
向
は
一
方
で
、
「
人
君
の
公
」
と
し
て
禅
譲
を
挙
げ
、

禅
譲

を
至
公
と
す
る
立
場
か
ら
、
君
位
の
世
襲
や
賞
罰
の
実
施
を
、
そ
れ
よ
り

も
一
段
低
い
「
私
」
の
立
場
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
従
っ
て
、
『
説
苑
」
に
お

い
て

は
、
天
意
に
従
う
禅
譲
を
公
と
す
る
考
え
と
世
襲
制
に
よ
る
国
家
の
存
続

を
公
と
す
る
考
え
と
が
上
下
に
両
立
し
て
い
る
と
見
な
せ
、
こ
の
点
が
『
説
苑
』

の
公
私
観
の
特
徴
だ
と
認
め
ら
れ
る
。

鋤（餅つ



味意のぞと観私公の瑚観向劉

（
4
）
公
家
の
尊
重
と
私
門
の
抑
制

　
『
説
苑
』
君
道
篇
四
五
章
に
「
上
下
の
相
顧
く
や
、
猶
水
火
の
相
滅
ぼ
す
が

ご

と
き
な
れ
ば
、
人
君
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
而
る
に
大
い
に
其
の
臣
下
を
盛

ん

に
す
る
は
、
此
私
門
盛
ん
に
し
て
公
家
殿
る
る
な
り
。
人
君
察
せ
ざ
れ
ば
則

ち
国
家
危
殆
す
。
莞
子
に
曰
く
、
権
は
両
ら
錯
か
ず
、
政
は
門
を
二
つ
に
せ
ず
と
。

故
に
曰
く
、
脛
の
股
よ
り
大
な
れ
ば
以
て
歩
み
難
く
、
指
の
腎
よ
り
大
な
れ
ば

以
て

把
み

難
し
と
。
本
の
小
に
し
て
末
の
大
な
れ
ば
、
相
使
う
こ
と
能
わ
ざ
る

な
り
（
上
下
相
顧
也
、
猶
水
火
之
相
滅
也
、
人
君
不
可
不
察
、
而
大
盛
其
臣
下
、

此
私
門
盛
而
公
家
殿
也
、
人
君
不
察
焉
則
国
家
危
殆
突
。
莞
子
日
、
権
不
両
錯
、

政
不
二
門
。
故
日
、
脛
大
於
股
者
難
以
歩
、
指
大
於
腎
者
難
以
把
。
本
小
末
大
、

不
能
相
使
也
）
」
と
い
う
文
が
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
公
家
」
と
は
君
主
の
親

族
（
こ
れ
は
臣
下
で
も
あ
る
）
を
、
「
私
門
」
と
は
異
姓
の
臣
下
の
一
族
を
そ

れ
ぞ
れ
指
す
。
こ
の
文
で
『
管
子
』
明
法
篇
の
「
権
不
両
錯
、
政
不
二
門
」
と

い
う
言
葉
を
引
用
す
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
劉
向
は
君
主
は
「
公
家
」
が
権

勢
を
独
占
し
「
私
門
」
を
威
圧
す
る
こ
と
で
政
権
を
確
立
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

国
家
を
安
定
的
に
維
持
せ
よ
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
意
味
で
の
公
私
の
論

は
、
『
説
苑
』
の
世
襲
制
に
よ
る
国
家
の
存
続
と
い
う
公
を
実
現
す
る
た
め
の

原
則
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
「
公
家
」
に
公
権
力
を
集
中
さ
せ
て
「
私
門
」

を
抑
圧
し
よ
う
と
す
る
こ
の
親
親
主
義
が
、
君
主
の
親
族
を
枢
要
の
官
に
多
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

配
置
し
て
彼
ら
に
藩
屏
の
役
割
を
担
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
統

治
の
理
論
と
し
て
は
、
こ
の
原
則
が
一
方
の
尊
賢
使
能
及
び
信
賞
必
罰
の
原
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

と
矛
盾
・
衝
突
す
る
可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
と
い
え
る
。

二
、
『
説
苑
』
に
お
け
る
公
私
観
提
示
の
背
景

　
先
述
の
よ
う
に
、
『
説
苑
』
に
は
天
意
に
従
う
禅
譲
を
公
と
す
る
考
え
と
世

襲
制
に
よ
る
国
家
の
存
続
を
公
と
す
る
考
え
と
が
上
下
に
両
立
し
て
い
る
と
い

う
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
『
説
苑
』
の
成
立
と
重
な
る
時

期
の
劉
向
の
二
つ
の
上
奏
文
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
見
え
る
公
私
の
問
題
に
関

す
る
考
え
を
調
べ
て
、

考
え
た
い
。

劉
向
が
『
説
苑
』
で
そ
の
公
私
観
を
提
示
し
た
背
景
を

　
（
1
）
外
戚
王
氏
の
専
権
に
対
す
る
劉
向
の
批
判

　
ま
ず
、
『
漢
書
』
本
伝
に
よ
り
、
陽
朔
二
年
（
前
二
三
）
の
劉
向
の
上
奏
文

を
摘
録
し
て
そ
の
内
容
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

　
　
今
大
将
軍

（王
鳳
）
が
政
権
を
握
り
、
五
侯
（
王
謳
、
王
商
、
王
立
、
王
根
、

　
　
王
逢
時
）
は
奢
修
を
極
め
借
越
に
ふ
る
ま
っ
て
、
み
な
威
し
た
り
恩
を
売
っ

　
　
た
り
、
勝
手
に
人
を
処
断
し
た
り
し
、
ま
た
行
い
は
よ
こ
し
ま
な
が
ら
こ

　
　
れ

を
政
治
に
事
寄
せ
、
身
勝
手
に
ふ
る
ま
い
な
が
ら
こ
れ
を
公
事
に
か
こ

　
　
つ
け
、
皇
太
后
の
尊
貴
な
る
を
た
の
み
、
ま
た
己
と
帝
と
の
問
の
甥
と
舅

　
　
と
い
う
親
縁
関
係
を
利
用
し
て
威
厳
を
保
っ
て
い
る
。
（
ま
た
）
尚
書
・

　
　
九

卿
・
州
牧
・
郡
守
は
皆
そ
の
一
門
か
ら
出
、
国
家
の
枢
機
を
管
掌
し
て
、

　
　
徒
党
を
組
み
親
交
を
結
ん
で
い
る
。
…
（
そ
う
し
て
彼
ら
は
）
宗
室
を
排

　
　
斥
し
、
族
を
孤
立
さ
せ
て
弱
め
、
智
能
有
る
者
は
こ
れ
を
と
り
わ
け
誹
誘

　
　

し
て
進
出
さ
せ
な
い
。
宗
室
の
任
務
を
遠
く
へ
と
切
り
離
し
て
、
朝
廷
・

　
　
宮
中
に
給
事
で
き
ぬ
よ
う
に
し
、
彼
ら
が
己
と
権
力
を
分
つ
こ
と
を
恐
れ

　
　
て

い

る
。
…
上
古
か
ら
秦
漢
に
至
る
ま
で
に
お
い
て
、
外
戚
で
身
分
を
越

　
　
え
て
高
貴
に
な
っ
た
者
で
王
氏
に
勝
る
者
は
な
い
。
…
事
の
情
勢
と
し
て

　
　
二

つ
な
が
ら
強
大
で
あ
る
こ
と
は
な
く
、
王
氏
と
劉
氏
と
は
両
者
並
び
立

　
　
て

な
い
。
…
陛
下
が
人
の
子
孫
と
し
て
宗
廟
を
守
持
す
る
立
場
で
あ
り
な

　
　
が
ら
、
皇
位
を
外
戚
に
移
し
、
己
を
卑
賎
な
身
に
落
と
す
の
は
、
己
一
身

　
　
の

こ
と
は
さ
て
お
き
、
宗
廟
を
ど
う
す
る
の
か
。
（
そ
も
そ
も
）
婦
人
は

　
　
夫
の
家
を
内
と
し
、
父
母
の
家
を
外
と
す
べ
き
で
あ
る
の
に
、
婦
人
の
家

　
　
が
夫
の
家
を
排
斥
し
て
い
る
こ
の
現
状
は
皇
太
后
の
福
で
は
な
い
。
…
（
そ

　
　

こ
で
）
明
詔
を
発
布
し
て
、
徳
音
を
吐
き
、
宗
室
を
引
き
立
て
こ
れ
を
親

　
　
し
み
受
け
入
れ
信
じ
、
外
戚
を
退
け
て
こ
れ
に
政
権
を
渡
さ
な
い
よ
う
に

　
　
し
皆
罷
免
し
て
私
邸
に
居
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
…
（
こ
の
よ
う
に
し
て
）

　
　
王
氏

は
永
く
存
続
し
て
爵
禄
を
保
ち
、
劉
氏
は
長
く
安
ん
じ
て
社
稜
を
失

鋤（餅つ
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わ
な
い
、
こ
れ
が
内
外
の
姓
を
褒
め
睦
ま
せ
る
方
法
で
あ
り
、
子
孫
の
代

　
　
ま
で
困
窮
し
な
い
た
め
の
計
略
で
あ
る
（
大
将
軍
乗
事
用
権
、
五
侯
驕
奢

　
　
借
盛
、
並
作
威
福
、
撃
断
自
恣
、
行
汗
而
寄
治
、
身
私
而
託
公
、
依
東
宮

　
　
之
尊
、
假
甥
舅
之
親
、
以
為
威
重
。
尚
書
・
九
卿
・
州
牧
・
郡
守
皆
出
其

　
　
門
、
莞
執
枢
機
、
朋
党
比
周
。
…
排
按
宗
室
、
孤
弱
公
族
、
其
有
智
能
者
、

　
　
尤
非
殿
而
不
進
。
遠
絶
宗
室
之
任
、
不
令
得
給
事
朝
省
、
恐
其
与
己
分
権
。

　
　
…
歴
上
古
至
秦
漢
、
外
戚
悟
貴
未
有
如
王
氏
者
也
。
…
事
勢
不
両
大
、
王

　
　
氏
与
劉
氏
亦
且
不
並
立
。
…
陛
下
為
人
子
孫
、
守
持
宗
廟
、
而
令
国
酢
移

　
　
於
外
親
、
降
為
阜
隷
、
縦
不
為
身
、
奈
宗
廟
何
。
婦
人
内
夫
家
、
外
父
母

　
　
家
、
此
亦
非
皇
太
后
之
福
也
。
…
宜
発
明
詔
、
吐
徳
音
、
援
近
宗
室
、
親

　
　
而
納
信
、
瓢
遠
外
戚
、
母
授
以
政
、
皆
罷
令
就
第
。
…
王
氏
永
存
、
保
其

　
　
爵
禄
、
劉
氏
長
安
、
不
失
社
稜
。
所
以
褒
睦
外
内
之
姓
、
子
子
孫
孫
無
彊

　
　
之
計
也
）
。

　
劉
向
は
こ
こ
で
王
氏
一
族
が
専
権
を
極
め
て
有
能
な
宗
室
を
朝
廷
か
ら
排
斥

し
て
い
る
実
情
を
訴
え
、
劉
氏
が
宗
廟
・
国
家
を
維
持
す
る
た
め
に
、
宗
室
を

引
き
立
て
枢
要
の
地
位
に
就
け
る
と
と
も
に
外
戚
王
氏
か
ら
政
権
を
奪
還
す
べ

き
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
上
奏
文
の
「
婦
人
は
夫
の
家
を
内
に
し
、
父

母
の

家
を
外
に
す
」
と
い
う
部
分
か
ら
は
、
王
太
后
は
元
帝
の
妻
と
し
て
漢
室

の
一
員
と
な
っ
た
以
上
、
漢
室
を
こ
そ
重
視
す
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
己
の
生

家
を
顧
慮
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
劉
向
の
考
え
が
読
み
と
れ
る
。
こ
の
言
葉

は
ま
た
、
外
戚
の
王
氏
一
族
が
王
太
后
の
高
貴
な
地
位
に
依
存
し
て
勢
力
を
張

る
こ
と
は
本
来
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
漢
室
と
外
戚
と
を
明
確
に

区
別
し
て
、
漢
室
を
引
き
立
て
外
戚
を
抑
え
よ
と
い
う
成
帝
へ
の
忠
告
で
も
あ

る
。
こ
う
し
た
外
戚
の
専
権
に
対
す
る
劉
向
の
批
判
的
意
識
は
ま
た
、
劉
向
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

謁
見
す
る
た
び
に
成
帝
に
伝
え
た
「
公
族
は
国
の
枝
葉
に
し
て
、
枝
葉
落
つ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ば
則
ち
本
根
庇
蔭
せ
ら
る
る
無
し
。
方
今
同
姓
は
疏
遠
せ
ら
れ
て
、
母
党
は
政

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

を
専
ら
に
し
、
禄
は
公
室
を
去
り
て
、
権
は
外
家
に
在
る
は
、
漢
宗
を
強
め
、

ヘ
　
　
　
へ

私
門
を
弱
め
、
社
稜
を
保
守
し
、
後
嗣
を
安
固
す
る
所
以
に
非
ざ
る
な
り
（
公

族
者
国
之
枝
葉
、
枝
葉
落
則
本
根
無
所
庇
麿
。
方
今
同
姓
疏
遠
、
母
党
専
政
、

禄
去
公
室
、
権
在
外
家
、
非
所
以
強
漢
宗
、
卑
私
門
、
保
守
社
稜
、
安
固
後
嗣

也
）
」
（
『
漢
書
』
本
伝
）
と
い
う
言
葉
に
も
よ
く
現
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
劉
向
は
、

外
戚
王
氏
の
専
権
を
漢
家
の
公
権
力
の
私
物
化
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

劉
氏
の
漢
室
を
引
き
立
て
て
外
戚
王
氏
を
抑
え
、
皇
帝
権
を
確
立
し
て
漢
王
朝

を
保
持
し
よ
う
と
す
る
、
漢
室
の
一
員
と
し
て
の
劉
向
自
身
の
立
場
を
、
『
説
苑
』

に
お
い
て
「
公
家
」
を
立
て
「
私
門
」
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
る
国
家
の
存
続
が

公
と
し
て
提
示
さ
れ
る
背
景
と
し
て
推
定
で
き
よ
う
。

（
2
）
成
帝
の
陵
墓
造
営
の
豪
奢
さ
に
対
す
る
劉
向
の
批
判

　
次

に
、
同
じ
く
『
漢
書
』
本
伝
に
よ
っ
て
、
成
帝
が
昌
陵
の
新
た
な
造
営
を

止
め

て

も
と
の
延
陵
の
造
営
に
戻
し
た
永
始
元
年
（
前
一
六
）
に
、
建
始
二
年

（前
三
一
）
の
延
陵
着
工
以
来
十
五
年
間
の
費
え
が
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
批

判
す
る
旨
の
劉
向
の
上
奏
文
を
見
る
。
上
奏
文
で
は
こ
の
批
判
的
意
識
に
深
く

関
わ
る
こ
と
と
し
て
「
王
者
は
必
ず
三
統
を
通
じ
、
天
命
の
授
く
る
所
は
博
く
、

独
り
一
姓
に
非
ざ
る
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
（
王
者
必
通
三
統
、
明
天
命
所
授

者
博
、
非
独
一
姓
也
）
」
と
あ
り
、
更
に
孔
子
が
『
詩
経
』
大
雅
・
文
王
の
「
股

士
膚
敏
、
課
将
干
京
」
と
い
う
二
句
を
論
じ
た
際
の
言
葉
と
し
て
「
大
な
る
か

な
、
天
命
。
善
は
子
孫
に
伝
え
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
是
を
以
て
富
貴
は
常
無
し
。

是
の

如
か
ら
ざ
れ
ば
則
ち
王
公
其
れ
何
を
以
て
戒
慎
せ
ん
。
民
萌
何
を
以
て
勤

勉
せ
ん

（大
哉
天
命
、
善
不
可
不
伝
干
子
孫
、
是
以
富
貴
無
常
、
不
如
是
則
王

公
其
何
以
戒
慎
、
民
萌
何
以
勤
勉
）
」
と
あ
る
。
前
の
文
に
つ
い
て
、
そ
の
「
三

統
を
通
ず
」
の
意
味
を
、
緩
和
元
年
（
前
八
）
の
成
帝
の
詔
に
「
蓋
し
言
う
、

王
者
は
必
ず
二
王
の
後
を
存
す
る
は
、
三
統
を
通
ず
る
所
以
な
り
と
（
蓋
聞
王

者
必
存
二
王
之
後
、
所
以
通
三
統
也
）
」
と
あ
る
の
を
参
考
に
し
て
、
現
在
の

王
が
前
二
代
の
王
の
末
商
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
で
三
つ
の
王
統
を
貫
通
さ
せ
る

こ
と
と
捉
え
て
お
く
。
こ
こ
で
は
三
統
を
貫
通
さ
せ
る
こ
と
で
、
天
下
の
統
治

者

た
る
地
位
を
保
証
す
る
天
の
命
令
は
た
だ
一
家
に
の
み
与
え
ら
れ
る
も
の
で

な
い
こ
と
を
世
に
明
ら
か
に
す
る
の
だ
と
す
る
。
後
の
文
の
「
富
貴
は
常
無
し
」

と
い
う
の
も
こ
れ
に
関
連
す
る
。
前
の
文
で
劉
向
が
天
命
は
一
姓
の
独
占
す
る

吻（トつ



味意のぞと観私公の刺観拘黎

も
の
で
は
な
く
天
下
の
全
て
の
家
の
徳
行
の
有
無
を
判
断
し
て
授
与
さ
れ
る
と

す
る
点
に
は
、
天
下
を
公
共
物
と
す
る
考
え
が
窺
え
る
。
一
方
後
の
文
で
、
だ

か

ら
こ
そ
王
公
は
己
を
戒
め
、
善
行
を
子
孫
へ
と
伝
え
よ
と
す
る
点
に
は
、
漢

家
の
永
続
を
良
し
と
す
る
考
え
も
同
時
に
存
在
し
て
い
る
と
分
か
る
。
更
に
後

文
に
「
宜
し
く
漢
家
の
徳
を
弘
め
、
劉
氏
の
美
を
崇
く
し
、
五
帝
三
王
を
光
昭

す
べ
し
（
宜
弘
漢
家
之
徳
、
崇
劉
氏
之
美
、
光
昭
五
帝
三
王
）
」
と
あ
る
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ロ
　

こ
の
点
に
関
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
劉
向
は
「
天
命
常
靡
し
」
と
の
考
え
に
立
っ

て

成
帝
を
戒
め
、
徳
政
を
行
う
こ
と
で
天
命
を
保
持
し
漢
家
の
存
続
を
図
る
よ

う
諭
す
の
だ
が
、
こ
こ
に
は
〈
天
意
に
従
い
天
下
を
公
共
物
と
す
る
限
り
に
お

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

い
て

特
定
の
家
が
こ
れ
を
統
治
し
う
る
〉
と
い
う
論
理
が
存
在
し
て
い
る
。
こ

の

論
理
に
近
い
発
想
は
一
章
（
1
）
節
で
見
た
君
道
篇
四
一
章
に
〈
天
意
に
従

い
天
下

を
公
共
物
と
す
る
者
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
こ
れ
を
統
治
し
う
る
〉
と
い

う
論
理
と
し
て
見
え
て
い
た
。
た
だ
し
、
至
公
篇
五
章
で
は
五
帝
の
禅
譲
と
三

王
の
世
襲
を
公
私
・
上
下
に
区
別
し
て
い
る
た
め
、
『
説
苑
』
は
天
意
に
従
い

天
下

を
公
共
物
と
す
る
統
治
形
態
と
し
て
は
禅
譲
の
み
を
指
示
し
て
お
り
、
世

襲
制
に
よ
り
国
家
の
存
続
を
図
る
こ
と
は
そ
れ
と
の
対
比
に
よ
り
「
私
」
の
立

場
と
見
な
し
て
い
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
天
意
に
従
う
禅
譲
を
公
と
す
る
考

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

え
（
天
下
を
公
共
物
と
見
る
考
え
）
と
世
襲
制
に
よ
る
国
家
の
存
続
を
公
と
す

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

る
考
え
（
一
姓
に
よ
る
天
下
の
統
治
を
是
認
す
る
考
え
）
が
『
説
苑
』
に
お
い

て

上
下

に
両
立
す
る
の
は
、
こ
の
論
理
が
劉
向
の
考
え
と
し
て
存
在
し
て
い
た

か

ら
だ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
れ
と
絡
ん
で
『
説
苑
』
が
天
意
に
従
い
天
下
を
公
共

物
と
す
る
統
治
形
態
と
し
て
と
り
わ
け
禅
譲
の
み
を
指
示
し
た
理
由
を
考
察
す

る
必
要
が
あ
る
。
と
も
あ
れ
劉
向
は
、
成
帝
の
陵
墓
造
営
に
お
け
る
国
財
民
力

の

浪
費
を
、
天
下
を
私
物
化
す
る
こ
と
で
天
命
を
失
っ
て
漢
の
社
稜
を
喪
失
さ

せ

る
、
極
め
て
重
大
な
失
政
と
認
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
成
帝
の
重
大

な
失
政
に
対
す
る
こ
う
し
た
批
判
的
意
識
を
、
劉
向
が
そ
の
公
私
観
を
提
示
し

た
背
景
と
し
て
推
定
で
き
よ
う
。

三
、
劉
向
が
天
意
に
従
う
禅
譲
を
至
公
と
し
て
提
示
し
た
理
由

　
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
陽
朔
二
年
及
び
永
始
元
年
の
劉
向
の
上
奏
文
の
目
的

は

成
帝
の
失
政
を
戒
め
て
漢
家
の
存
続
を
可
能
な
ら
し
め
る
と
こ
ろ
に
在
っ

た
。
し
か
し
一
方
劉
向
が
『
説
苑
』
で
世
襲
制
に
よ
る
国
家
の
存
続
よ
り
も
上

の
公

と
し
て
天
意
に
従
う
禅
譲
を
提
示
す
る
の
は
、
実
質
上
、
成
帝
に
対
し
て

漢
家
の
廃
止
を
勧
め
る
意
味
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
漢
家

の
存
続
の
可
否
に
対
す
る
態
度
が
両
者
で
食
い
違
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

で

は
『
説
苑
』
の
成
立
時
期
の
劉
向
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
態
度
の
不
一
致
が

な
ぜ
起
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
劉
向
が
『
説
苑
』
で
天
意
に
従
う
禅
譲
を
至

公

と
し
て
提
示
し
た
理
由
は
何
か
。
最
後
に
こ
れ
ら
の
問
題
を
、
成
帝
代
前
期

の
劉
向
の
災
異
説
及
び
劉
向
の
公
私
観
の
学
問
的
立
場
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り

考
え
た
い
。

（
1
）
成
帝
代
前
期
の
劉
向
の
災
異
説

　
本
節
で
は
、
成
帝
の
即
位
時
（
建
始
元
年
・
前
三
二
）
か
ら
『
説
苑
』
の
成

立
時
期
（
河
平
四
年
・
前
二
五
～
永
始
四
年
・
前
一
三
）
に
か
け
て
の
期
間
の

劉
向
の
一
ゴ
ニ
の
災
異
説
を
取
り
上
げ
て
分
析
を
加
え
、
劉
向
が
天
意
に
従
う
禅

譲
を
至
公
と
し
た
理
由
の
一
斑
を
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
分
析

の
視
角
を
採
る
理
由
を
述
べ
る
に
当
り
、
初
め
に
元
帝
・
永
光
元
年
（
前
四
三
）

の
上
奏
文
（
『
漢
書
』
本
伝
）
を
用
い
て
劉
向
に
お
け
る
天
の
性
格
及
び
災
異

の

意
味
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。
こ
の
上
奏
文
で
劉
向
は
ま
ず
「
災
異
井
び

に
起
こ
り
、
天
地
常
を
失
う
。
徴
の
表
る
る
は
国
家
の
為
な
り
（
災
異
並
起
、

天
地
失
常
、
徴
表
為
国
）
」
と
述
べ
、
災
異
が
起
こ
り
、
天
地
が
常
態
を
失
う

の

は
、
将
来
生
起
す
る
物
事
の
前
兆
が
国
家
を
原
因
と
し
て
現
れ
た
も
の
だ
と

す
る
。
後
文
で
は
「
和
気
は
祥
を
致
し
、
乖
気
は
異
を
致
す
（
和
気
致
祥
、
乖

気
致
異
）
」
と
も
言
う
が
、
こ
れ
は
朝
廷
で
執
政
官
た
る
賢
人
た
ち
が
和
譜
し

て

天
下
が
和
合
す
る
と
そ
の
和
気
に
反
応
し
て
天
は
祥
瑞
を
も
た
ら
す
が
、
賢

人

の
地
位
が
邪
臣
に
犯
さ
れ
朝
廷
が
不
和
で
あ
る
と
そ
の
不
和
の
気
に
反
応
し

鮒←つ
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ほ
　

て

天
変
地
異
が
起
き
る
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
こ
こ
に
気
を
媒
介
に
し
た
天
人

相
関
の
機
構
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
更
に
ま
た
「
祥
多
け
れ
ば
其
の
国
安
く
、

異
多
け
れ
ば
其
の
国
危
し
（
祥
多
者
其
国
安
、
異
衆
者
其
国
危
）
」
と
も
述
べ
、

祥
異
の
多
寡
は
国
家
の
安
危
を
象
徴
す
る
と
い
う
。
他
方
、
俵
臣
が
徒
党
を
組

み

邪
説
を
行
い
君
主
を
陥
れ
よ
う
と
す
る
時
に
、
君
主
が
彼
ら
の
発
言
を
採
用

す
る
場
合
に
は
、
天
地
が
感
応
し
重
ね
て
災
異
を
下
し
て
君
主
を
懲
戒
す
る
と

　
　
け
　

い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
君
主
が
天
地
の
心
を
推
し
量
り
、
過
去
の
祥
異
の
意

味
を
参
照
し
て
当
世
の
異
変
の
意
味
を
考
え
、
邪
俵
の
党
を
遠
ざ
け
て
正
義
の

士
の

路
を
開
き
、
断
固
た
る
態
度
で
人
々
に
是
非
善
悪
を
明
白
に
知
ら
せ
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

ら
、
災
異
は
消
え
て
祥
瑞
が
現
れ
天
下
は
太
平
と
な
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に

劉
向
に
お
け
る
天
は
、
当
代
の
君
主
の
統
治
の
在
り
方
を
常
時
監
視
し
て
お
り
、

そ
の
統
治
の
善
し
悪
し
を
天
下
の
気
の
変
化
を
通
じ
て
察
知
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
に
応
じ
て
祥
瑞
と
災
異
と
を
下
し
て
賞
罰
す
る
こ
と
で
国
家
の
将
来
の
安

危
存
亡
を
君
主
に
知
ら
せ
る
と
い
う
存
在
で
、
善
な
る
意
思
を
持
っ
た
道
徳
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

で
人
格
的
な
人
間
世
界
の
主
宰
神
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
。
も
ち
ろ
ん
先
の
「
天

命
常
靡
し
」
と
い
う
場
合
の
天
の
性
格
も
同
一
で
、
君
主
は
天
命
を
受
け
た
天

へ子
で

あ
る
が
ゆ
え
に
天
か
ら
祥
異
に
よ
る
教
戒
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
一
方
劉

向
は
、
災
異
に
鑑
み
て
行
い
を
改
め
れ
ば
君
主
は
災
異
を
消
滅
さ
せ
う
る
と
し

て
、
君
主
の
天
に
対
す
る
能
動
的
な
働
き
か
け
の
意
義
を
認
め
、
国
家
の
存
続

は
君
主
の
統
治
の
如
何
に
か
か
っ
て
い
る
と
す
る
。
さ
て
、
劉
向
に
と
っ
て
災

異
は
こ
の
よ
う
に
天
子
の
悪
政
に
対
す
る
天
謎
の
意
味
と
将
来
至
る
べ
き
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

の
危
殆
の
前
兆
の
意
味
と
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
劉
向
の
災
異
説

を
取
り
上
げ
る
の
は
、
そ
こ
に
そ
の
説
が
示
さ
れ
た
当
時
の
政
治
的
状
況
や
王

朝
の
安
危
存
亡
に
対
す
る
劉
向
の
見
方
が
假
託
さ
れ
て
い
る
と
予
測
さ
れ
、
そ

れ
と
彼
の
公
私
観
と
の
関
係
を
考
察
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
成
帝
の
即
位
当
初
の
劉
向
の
災
異
説
か
ら
見
て
お
こ
う
。

　
　
是
の
時
帝
の
元
舅
陽
平
侯
王
鳳
大
将
軍
と
為
り
て
政
を
乗
り
、
太
后
に
椅

　
　
り
て
、
国
権
を
専
ら
に
し
、
兄
弟
七
人
皆
封
ぜ
ら
れ
て
列
侯
と
為
る
。
時

　
　

に
数
し
ば
大
異
有
り
、
向
以
為
え
ら
く
、
外
戚
貴
盛
に
し
て
、
鳳
の
兄
弟

　
　
事
を
用
う
る
の
答
な
り
と
（
是
時
帝
元
舅
陽
平
侯
王
鳳
為
大
将
軍
乗
政
、

　
　
椅
太
后
、
専
国
権
、
兄
弟
七
人
皆
封
為
列
侯
。
時
数
有
大
異
、
向
以
為
外

　
　
戚
貴
盛
、
鳳
兄
弟
用
事
之
答
）
。

　
冒
頭
の
「
是
時
」
と
は
、
宙
官
の
弘
恭
及
び
石
顕
に
読
言
を
受
け
た
こ
と
を

機
に
元
帝
の
初
元
二
年
（
前
四
七
）
以
来
庶
人
の
身
分
に
落
と
さ
れ
て
い
た
劉

向
が
成
帝
の
即
位
を
機
に
十
五
年
ぶ
り
に
復
権
し
、
中
郎
を
経
て
光
禄
大
夫
の

官
に
つ
い
た
建
始
元
年
（
前
三
二
）
か
ら
、
王
謳
ら
王
氏
一
族
五
人
が
列
侯
に

封

じ
ら
れ
た
河
平
二
年
（
前
二
七
）
頃
ま
で
を
指
す
。
劉
向
は
、
こ
の
頃
頻
発

し
た
大
異
変
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
大
司
馬
大
将
軍
の
王
鳳
と
そ
の
兄
弟
が
王
太

后
の
地
位
に
依
拠
し
て
専
権
を
極
め
て
い
る
現
状
に
対
す
る
天
の
謎
告
と
解
し

た
の
で
あ
る
。
『
漢
書
』
本
伝
は
こ
の
記
事
に
続
い
て
、
劉
向
は
上
古
以
来
秦

漢

に
至
る
ま
で
の
符
瑞
・
災
異
の
記
録
を
整
理
解
釈
し
て
『
洪
範
五
行
伝
論
』

十
一
篇
を
著
し
こ
れ
を
上
奏
し
た
こ
と
、
そ
し
て
成
帝
は
劉
向
が
己
に
対
す
る

忠
誠
心
か

ら
王
鳳
兄
弟
を
批
判
対
象
と
し
て
こ
の
論
を
起
し
た
こ
と
を
知
っ
て

い

た
が
、
王
氏
か
ら
権
力
を
奪
還
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
記
す
。
こ
こ
に
劉
向

の

災
異
説
の
目
的
に
関
す
る
班
固
の
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
『
洪
範

五
行
伝
論
』
が
成
帝
に
上
奏
さ
れ
た
の
は
河
平
三
年
（
前
二
六
）
か
ら
王
鳳
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

没
す
る
陽
朔
元
年
（
前
二
四
）
ま
で
の
問
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
『
洪
範
五
行
伝
論
』

の
成
立
は
『
説
苑
』
の
成
立
よ
り
も
恐
ら
く
少
し
前
の
こ
と
で
あ
る
。
『
漢
書
』

五
行
志
に
収
載
さ
れ
る
劉
向
の
災
異
説
は
こ
の
『
洪
範
五
行
伝
論
』
か
ら
採
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
た
も
の
だ
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
五
行
志
中
之
下
に
は
、
元
帝
・
初
元
四
年

（前
四
五
）
の
「
皇
后
の
曾
祖
父
の
済
南
東
平
陵
王
伯
墓
門
の
梓
柱
に
卒
に
枝

葉
を
生
じ
、
上
り
て
屋
よ
り
出
づ
（
皇
后
曾
祖
父
済
南
東
平
陵
王
伯
墓
門
梓
柱

卒
生
枝
葉
、
上
出
屋
）
」
と
い
う
異
変
に
対
す
る
劉
向
の
説
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
劉
向
以
為
え
ら
く
、
王
氏
貴
盛
に
し
て
将
に
漢
家
に
代
ら
ん
と
す
る
の
象

　
　
な
り
（
劉
向
以
為
王
氏
貴
盛
将
代
漢
家
之
象
也
）
。

　
王
太
后
の
曾
祖
父
の
墓
門
の
梓
柱
が
枝
葉
を
生
じ
上
方
へ
と
伸
長
し
た
と
い

う
異
変
は
、
将
来
王
氏
が
貴
く
盛
ん
に
な
っ
て
漢
家
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
の

象
徴
だ
と
劉
向
は
い
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
劉
向
は
河
平
・
陽
朔
年
間
に
は
既

卿（トつ
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に
、
現
在
の
王
氏
の
隆
盛
が
つ
い
に
は
王
朝
の
交
代
に
ま
で
連
な
る
こ
と
を
洞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

察
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
更
に
、
劉
向
が
陽
朔
二
年
（
前
二
三
）
に
陳
湯
へ

伝
え
た
「
災
異
此
の
如
く
に
し
て
而
も
外
家
は
日
々
に
盛
ん
な
り
、
其
れ
漸
み

て

必
ず
劉
氏
を
危
う
く
せ
ん
」
（
序
に
引
用
）
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
頃
の
災

異
の
頻
発
を
外
戚
王
氏
の
隆
盛
に
対
す
る
天
の
警
告
と
捉
え
、
漢
室
が
将
来
危

殆
に
瀕
す
る
こ
と
を
予
言
し
た
も
の
で
あ
る
。
成
帝
の
即
位
当
初
か
ら
劉
向
が

懐
い
た
王
氏
の
専
権
が
漢
家
の
公
権
力
を
私
物
化
し
崩
壊
さ
せ
る
と
い
う
危
機

感
は
、
『
説
苑
』
の
成
立
時
期
に
及
ぶ
ま
で
の
数
年
の
問
に
増
幅
さ
れ
、
漢
家

の
滅
亡

を
予
見
す
る
ほ
ど
に
深
刻
化
し
た
と
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
劉
向
は
、
当

該
期
間
の
災
異
の
頻
発
か
ら
、
王
氏
の
専
権
を
容
認
し
た
成
帝
の
失
政
が
近
い

将
来
漢
家
に
お
け
る
天
命
の
喪
失
を
必
然
的
に
も
た
ら
す
こ
と
を
予
知
し
た
の

だ

ろ
う
。
漢
家
の
滅
亡
を
明
白
に
認
識
し
た
が
ゆ
え
に
、
劉
向
は
、
一
方
で
は

漢
室
の
一
員
と
し
て
成
帝
の
改
心
に
よ
る
漢
家
の
再
建
を
要
請
し
た
が
、
他
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

で

は
そ
れ
を
一
歩
踏
み
越
え
て
、
天
下
万
民
の
た
め
に
成
帝
に
対
し
て
天
意
に

ヘ

　
　
へ

従
う
禅
譲
を
是
と
し
て
示
す
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
劉
向
の
公
私
観
の
学
問
的
立
場

　
本
節
で
は
、
『
漢
書
』
巻
七
七
・
蓋
寛
饒
伝
及
び
同
巻
七
五
・
唯
弘
伝
を
手

掛
か
り
に
、
劉
向
の
学
問
的
立
場
を
推
測
す
る
こ
と
に
よ
り
、
『
説
苑
』
に
お

い
て

天
意
に
従
う
禅
譲
を
至
公
と
し
て
示
し
た
理
由
を
改
め
て
考
え
、
前
節
で

の
検
討
を
一
歩
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
ま
ず
『
漢
書
』
蓋
寛
饒
伝
の
記
事
か
ら
見
て
い
こ
う
。
蓋
寛
饒
は
、
宣
帝
の

宣
官
を
信
任
し
か
つ
刑
典
を
重
視
す
る
態
度
を
批
判
す
る
上
奏
を
し
た
が
、
そ

の

中
で
『
韓
詩
易
伝
』
を
引
用
す
る
形
で
己
の
意
見
を
表
明
し
た
。

　
　
五
帝
は
天
下
を
官
し
、
三
王
は
天
下
を
家
と
し
、
家
は
以
て
子
に
伝
え
、

　
　
官
は
以
て
賢
に
伝
う
。
四
時
の
運
り
の
若
く
、
功
成
る
者
は
去
り
、
其
の

　
　
人
を
得
ざ
れ
ば
則
ち
其
の
位
に
居
ら
ず
（
五
帝
官
天
下
、
三
王
家
天
下
、

　
　
家
以
伝
子
、
官
以
伝
賢
。
若
四
時
之
運
。
功
成
者
去
、
不
得
其
人
則
不
居

　
　
其
位
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
全
文
が

『韓
詩
易
伝
』
か
ら
の
引
用
だ
と
考
え
て
お
く
。
冒
頭
四
句
は
五
帝

の
禅
譲

と
三
王
の
世
襲
を
公
私
・
上
下
に
分
か
つ
も
の
で
、
至
公
篇
五
章
に
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

旨
が
見
え
て
い
た
。
注
意
す
べ
き
は
そ
れ
以
下
の
文
に
お
い
て
、
蓋
寛
饒
が
四

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

季
の
恒
常
的
な
循
環
に
比
擬
し
つ
つ
禅
譲
を
是
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ

は
『
説
苑
』
至
公
篇
の
一
章
で
、
禅
譲
を
天
意
に
従
う
至
公
の
行
為
と
す
る

の

と
近
似
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
蓋
寛
饒
の
『
韓
詩
易
伝
』
の
学

の

劉
向
へ
の
継
承
が
ひ
と
ま
ず
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
二
章
（
2
）
節
で

見

た
劉
向
の
永
始
元
年
の
上
奏
文
で
「
王
者
必
通
三
統
、
明
天
命
所
授
者
博
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

非
独
一
姓
也
」
と
し
て
「
天
命
靡
無
し
」
の
観
念
を
前
提
と
す
る
通
三
統
説
を

持

ち
出
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
と
、
更
に
、
蓋
寛
饒
よ
り
時
代
を
少
し
遡

る
昭
帝
期
の
唯
弘
の
学
説
に
劉
向
の
そ
れ
と
の
よ
り
深
い
つ
な
が
り
が
認
め
ら

れ
そ
う
で
あ
る
。

　
畦
弘
の
伝
記
に
は
、
昭
帝
の
元
鳳
三
年
（
前
七
八
）
の
三
つ
の
異
変
に
假
託
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

「春
秋
の
意
を
推
し
」
て
新
天
子
が
出
現
す
る
旨
を
予
言
し
た
畦
弘
の
説
と
こ

れ

に
基
づ
く
「
先
師
董
仲
好
に
言
有
り
、
継
体
守
文
の
君
有
り
と
錐
も
、
聖
人

の
命
を
受
く
る
を
害
な
わ
ず
。
漢
家
は
嘉
の
後
に
し
て
国
を
伝
う
る
の
運
有
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ず

漢
帝
宜

し
く
天
下
を
誰
差
し
て
、
賢
人
を
求
索
し
、
檀
る
に
帝
位
を
以
て
し
、

而
し
て
退
き
て
自
ら
百
里
に
封
ず
る
こ
と
股
周
二
王
の
如
く
し
て
、
以
て
天
命

を
承
順
す
べ
し
と
（
先
師
董
仲
寄
有
言
、
錐
有
継
体
守
文
之
君
、
不
害
聖
人
之

受
命
。
漢
家
桑
後
、
有
伝
国
之
運
。
漢
帝
宜
誰
差
天
下
、
求
索
賢
人
、
檀
以
帝

位
、
而
退
自
封
百
里
、
如
股
周
二
王
之
後
、
以
承
順
天
命
）
」
と
い
う
上
奏
文

が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
畦
弘
は
董
仲
寄
の
孫
弟
子
で
あ
り
、
こ
の
上
奏
文
で
は

「先
師
董
仲
督
」
の
言
葉
を
引
用
す
る
形
で
己
の
意
見
を
表
明
し
て
い
る
。
以

下
、
上
奏
文
の
内
容
を
確
認
し
、
こ
れ
と
劉
向
の
学
説
と
の
関
わ
り
を
考
察
し

て

み

た
い
。
こ
こ
で
は
ま
ず
現
在
の
王
に
世
嗣
が
い
て
も
聖
人
の
受
命
は
あ
り

う
る
と
す
る
が
、
こ
れ
は
「
天
命
常
靡
し
」
と
の
旨
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
次

に
、
漢
家
は
尭
の
後
商
な
の
で
国
を
伝
え
る
命
運
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。
更

に
こ
の
二
事
を
前
提
に
し
て
、
昭
帝
は
賢
人
に
位
を
譲
り
、
そ
の
上
で
股
周
二

王
の

よ
う
に
自
ら
を
百
里
四
方
の
領
地
に
封
建
し
て
天
命
に
順
え
と
説
く
が
、

鱒←→
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こ
れ
は
通
三
統
説
に
拠
り
つ
つ
禅
譲
を
勧
め
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現

在
の
王
に
徳
が
無
い
と
判
断
す
る
と
天
は
改
め
て
新
王
に
命
を
与
え
王
朝
を
開

か
せ

る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
を
、
現
在
の
王
が
天
意
に
従
い
新
王
に
禅
譲
し

て

己
を
前
王
の
立
場
に
退
け
る
こ
と
を
通
し
て
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
畦
弘
の
上
奏
文
は
、
己
の
災
異
の
解
釈
に
よ
り
昭
帝
か
ら

新
皇
帝
へ
の
天
命
の
移
行
を
先
取
り
し
つ
つ
、
漢
家
箋
後
と
通
三
統
の
考
え
を

用
い
て
昭
帝
に
禅
譲
を
勧
告
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
畦
弘

の
学
説
と
劉
向
の
そ
れ
と
は
次
に
示
す
よ
う
に
共
通
点
を
持
つ
。
ま
ず
、
『
漢
書
』

巻
一
下
・
高
帝
紀
下
の
賛
に
引
用
さ
れ
る
漢
の
高
祖
に
対
す
る
劉
向
の
頒
辞
に

「漢
家
の
本
系
は
唐
帝
自
り
出
づ
」
（
漢
帝
本
系
、
出
自
唐
帝
）
と
あ
り
、
劉
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
漢
家
を
発
の
後
商
と
認
め
て
い
る
。
ま
た
『
説
苑
』
至
公
篇
で
は
天
意
に
従

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

う
尭
の
禅
譲
を
至
公
と
し
て
い
た
。
更
に
永
始
元
年
の
劉
向
の
上
奏
文
で
も
「
天

命
常
靡
し
」
の
観
念
を
前
提
と
す
る
通
三
統
を
説
き
、
天
意
に
従
い
天
下
を
公

共
物
と
す
る
限
り
に
お
い
て
特
定
の
家
が
こ
れ
を
統
治
し
う
る
と
い
う
論
理
を

示
し
て
い
た
。
し
か
し
一
方
、
劉
向
は
『
説
苑
』
で
禅
譲
の
み
を
天
意
に
従
う

至
公
の
行
為
だ
と
し
た
。
前
節
で
の
考
察
と
畦
弘
の
上
奏
文
の
論
理
を
参
考
に

す
る
と
、
そ
れ
は
成
帝
に
は
も
は
や
徳
が
無
く
漢
家
は
天
の
支
持
を
殆
ど
失
っ

て

い

る
と
い
う
認
識
に
立
つ
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
措
置

の

結
果
、
こ
の
考
え
と
世
襲
制
に
よ
る
国
家
の
存
続
を
公
と
す
る
考
え
と
は
論

理
的
に
接
続
し
な
い
ま
ま
『
説
苑
』
に
併
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
測
さ

れ

る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
両
者
の
学
説
は
漢
家
尭
後
、
通
三
統
、
禅
譲

と
い
う
三
説
を
含
む
点
で
共
通
す
る
。
こ
う
し
た
畦
弘
と
劉
向
の
学
説
上
の
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

似
性

に
着
目
す
る
と
、
劉
向
は
畦
弘
の
春
秋
公
羊
学
を
継
承
し
た
と
推
測
で
き

よ
う
。
劉
向
は
唯
弘
の
春
秋
公
羊
学
を
主
と
し
蓋
寛
饒
の
『
韓
詩
易
伝
』
の
学

を
従
と
し
て
継
承
し
、
こ
れ
ら
を
勘
案
し
て
己
の
公
私
観
を
形
成
し
た
と
思
わ

れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
唯
弘
の
伝
記
で
も
う
一
点
注
目
し
た
い
の
は
、
上
奏
の
結
果
、

畦
弘
は
昭
帝
の
輔
政
者
の
雀
光
に
怨
ま
れ
て
大
逆
不
道
の
罪
に
問
わ
れ
諌
せ
ら

れ

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
昭
帝
に
天
命
に
順
う
禅
譲
を
勧
め
る
畦
弘

の
上
奏
文
は
、
昭
帝
及
び
輔
政
者
霧
光
の
統
治
の
在
り
方
を
全
否
定
す
る
も
の

と
雀
光
に
理
解
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
同
様
に
、
蓋
寛
饒
の
伝
記
に
よ

る
と
、
天
道
に
擬
え
つ
つ
禅
譲
を
良
し
と
す
る
蓋
寛
饒
の
上
奏
文
も
宣
帝
の
怒

り
を
買
い
、
蓋
寛
饒
は
大
逆
不
道
の
罪
に
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
参
考
に

す
る
と
、
劉
向
が
そ
の
『
説
苑
』
で
天
意
に
従
う
禅
譲
を
至
公
と
し
た
の
は
、

大
逆
不
道
の
罪
に
問
わ
れ
る
危
険
を
敢
え
て
冒
し
て
、
成
帝
及
び
輔
政
者
の
王

　お
　氏

に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
を
行
っ
た
と
い
う
意
味
を
も
つ
。

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
劉
向
が
『
説
苑
』
に
お
い
て
天
意
に
従
う
禅
譲
を
至

　
　
　
　
　
　
　

公
と
し
た
理
由
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
劉
向
は
『
説
苑
』

の

成
立
時
期
に
お
い
て
、
陵
墓
造
営
に
お
け
る
国
財
民
力
の
浪
費
と
い
う
成
帝

の
重
大
な
失
政
を
天
下
の
私
物
化
と
し
て
、
ま
た
外
戚
王
氏
の
専
権
を
漢
家
の

公
権
力
の
私
物
化
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
捉
え
た
。
劉
向
は
こ
の
状
況
把
握
と
災
異

の

頻
発
と
を
併
せ
鑑
み
、
成
帝
に
は
も
は
や
君
主
と
し
て
の
徳
が
無
く
、
近
い

将
来
天
命
を
喪
失
し
て
漢
家
は
滅
亡
す
る
と
予
見
し
た
。
そ
こ
で
唯
弘
の
春
秋

公
羊
学
と
蓋
寛
饒
の
『
韓
詩
易
伝
』
の
学
を
勘
案
し
、
こ
の
学
問
的
立
場
か
ら
、

禅
譲
こ
そ
が
天
意
で
あ
り
現
在
採
り
う
る
最
善
の
道
だ
と
示
す
こ
と
で
、
成
帝

及
び
輔
政
者
た
る
王
氏
の
統
治
に
対
し
て
厳
し
い
批
判
を
浴
び
せ
彼
ら
を
戒
め

よ
う
と
し
た
た
め
、
と
。
で
は
、
劉
向
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
批
判
的
意
味
を
も

つ

『説
苑
』
を
上
奏
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
成
帝
に
よ
り
大
逆
不
道
の
罪
に
問

わ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
天
意
に
従
う
禅
譲
を
至
公
と
し
た
こ
と
が
直
言
に
よ
っ

て

な
さ
れ
た
の
で
な
く
説
話
集
の
一
章
と
し
て
、
し
か
も
同
時
に
世
襲
制
に
よ

る
国
家
の
存
続
を
も
公
と
す
る
形
で
示
さ
れ
た
た
め
そ
の
批
判
的
意
味
の
焦
点

が
ぼ
や

け
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
劉
向
の
言
動
が
漢
室
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

一
員
と
し
て
の
忠
誠
心
に
よ
る
こ
と
を
成
帝
も
重
々
承
知
し
て
い
た
こ
と
が
そ

の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

お

わ
り
に

繧
和
元
年
（
前
八
）
二
月
、
実
子
の
無
か
っ
た
成
帝
の
継
嗣
は
、
異
母
弟
（
母

鮒（鋭→
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は
傅
太
后
）
の
子
で
十
八
歳
の
定
陶
王
欣
に
決
ま
っ
た
。
成
帝
は
欣
を
皇
太
子

と
す
る
旨
の
詔
と
併
せ
て
「
蓋
聞
王
者
必
存
二
王
之
後
、
所
以
通
三
統
也
」
（
前

掲
）
と
い
う
言
葉
を
冠
し
て
、
孔
吉
を
股
の
後
商
と
見
て
股
紹
嘉
侯
に
封
じ
る

旨
の
詔
を
下
し
た
（
『
漢
書
』
巻
一
〇
・
成
帝
紀
）
。
こ
れ
は
、
漢
家
の
存
続
を

願
っ
て
の
措
置
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
同
年
十
一
月
、
王
根
に
代
っ
て
新
都
侯

王
葬
が
大
司
馬
、
す
な
わ
ち
輔
政
者
の
地
位
に
就
い
た
。
劉
向
が
七
十
二
歳
で

没

し
た
の
は
こ
の
年
の
こ
と
で
あ
る
。
劉
向
は
成
帝
の
継
嗣
の
決
定
と
王
葬
の

大
司
馬
就
任
と
を
目
賭
し
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
翌
年
の
繧
和
二
年
（
前
七
）
、

成
帝
は
崩
御
し
、
欣
が
即
位
し
た
。
こ
れ
が
哀
帝
で
あ
る
。
王
葬
は
哀
帝
の
建

平
二
年
（
前
五
）
、
哀
帝
の
祖
母
の
傅
太
后
と
母
の
丁
姫
の
尊
号
問
題
に
連
座

し
て
、
そ
の
封
国
の
新
野
県
に
下
野
し
た
が
、
哀
帝
が
崩
御
し
て
元
寿
元
年
（
前

二
）
に
九
歳
の
平
帝
が
即
位
す
る
と
、
大
司
馬
に
再
任
さ
れ
た
。
の
ち
元
始
元

年
（
後
元
）
に
は
、
群
臣
に
「
国
を
定
め
漢
家
を
安
ん
ず
る
の
大
功
有
り
（
有

定
国
安
漢
家
之
大
功
）
」
と
推
薦
さ
れ
て
王
葬
は
安
漢
公
の
称
号
を
得
、
同
年

に
太
傅
へ
、
同
四
年
に
は
宰
衡
へ
と
官
位
を
上
げ
、
更
に
同
五
年
（
後
五
）
に
は
、

一
方
で
平
帝
崩
御
の
後
に
宣
帝
の
曾
孫
の
二
歳
の
広
戚
侯
子
嬰
を
即
位
さ
せ
つ

つ
、
他
方
で
己
自
身
は
前
輝
光
謝
器
の
上
奏
し
た
「
安
漢
公
葬
に
告
ぐ
、
皇
帝

と
為
れ
（
告
安
漢
公
葬
為
皇
帝
）
」
と
い
う
符
命
の
言
葉
に
従
い
假
皇
帝
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
三
年
後
の
居
摂
三
年
（
後
八
）
に
は
梓
滝
県
の
哀
章
の
提

出
し
た
符
命
に
「
王
葬
、
真
天
子
と
為
れ
（
王
葬
為
真
天
子
）
」
と
あ
る
の
に

従
い
、
己
を
「
皇
初
祖
考
黄
帝
の
後
、
皇
始
祖
考
虞
帝
の
苗
商
に
し
て
太
皇
太

后
の
末
属
」
（
皇
初
祖
考
皇
帝
之
後
、
皇
始
祖
考
虞
帝
之
苗
商
、
而
太
皇
太
后

之
末
属
）
だ
と
称
す
る
詔
書
を
下
し
て
、
つ
い
に
王
葬
は
真
天
子
の
位
に
つ
き
、

国
号
を
新
、
元
号
を
建
国
と
改
め
た
（
同
巻
九
九
上
・
王
葬
伝
上
）
。
つ
ま
り

王
葬
は
、
成
帝
の
崩
御
以
降
し
だ
い
に
己
の
輔
政
者
と
し
て
の
地
位
を
向
上
さ

せ
、
最
後
は
自
ら
を
舜
に
擬
え
、
天
命
に
従
い
尭
の
後
た
る
漢
の
譲
り
を
己
が

受
け
る
と
い
う
体
裁
を
整
え
て
帝
位
に
就
き
、
漢
か
ら
王
朝
を
墓
奪
し
た
の
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
外
戚
王
氏
の
専
権
に
よ
っ
て
漢
王
朝
は
滅
亡
す

る
と
の
劉
向
の
洞
察
は
的
中
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
天
意
に
従
う
禅
譲
を
至

公
と
し
た
劉
向
の
見
解
は
王
芥
の
符
命
を
用
い
た
禅
譲
革
命
に
巧
妙
に
利
用
さ

　
　
　
　
　
　
　
ま

れ

た
こ
と
に
な
る
。
劉
向
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
己
が
そ
の
専
権
を
鋭
く
指
弾
し

た
王
氏
の
中
か
ら
天
意
に
従
う
禅
譲
に
よ
る
即
位
を
企
て
る
者
が
出
現
し
た
の

は
、
実
に
皮
肉
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

注
（
1
）
劉
向
の
年
譜
や
上
奏
文
の
年
代
比
定
は
主
と
し
て
銭
穆
「
劉
向
歌
父
子

　
　
年
譜
」
（
『
両
漢
経
学
今
古
文
平
議
』
所
収
、
東
大
図
書
公
司
、
一
九
八
九
、

　
　
初
出
は
一
九
三
〇
）
に
従
う
。
こ
の
論
文
に
従
っ
て
劉
向
の
生
年
を
前
七

　
　
九
年
と
し
、
没
年
を
前
八
年
と
す
る
と
、
三
書
の
成
立
は
劉
向
の
五
十
五

　
　
歳
か
ら
六
十
七
歳
ま
で
に
相
当
す
る
。

（
2
）
以
下
、
資
料
と
し
て
用
い
る
『
説
苑
』
『
新
序
』
の
本
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

　
　
向
宗
魯
『
説
苑
校
証
』
（
一
九
八
七
、
中
華
書
局
）
、
『
新
序
疏
証
』
（
一
九

　
　
八
九
、
華
東
師
範
大
学
出
版
社
）
を
底
本
と
し
た
。
ま
た
両
書
の
分
章
は

　
　
底
本
に
基
づ
き
、
著
者
が
先
頭
の
章
か
ら
順
に
番
号
を
付
し
た
も
の
で
あ

　
　
る
。

（
3
）
下
見
隆
雄
『
劉
向
『
列
女
伝
』
の
研
究
』
（
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九

　
　
八
九
）
序
論
篇
一
章
一
節
「
成
立
の
時
期
と
背
景
」
、
池
田
秀
三
『
中
国

　
　
の
古
典
　
説
苑
　
知
恵
の
花
園
』
（
講
談
社
、
一
九
九
一
）
解
説
四
「
『
説

　
　
苑
』
に
つ
い
て
」
に
お
け
る
考
証
に
拠
る
。
す
な
わ
ち
、
下
見
氏
は
『
新

　
　
序
』
に
つ
い
て
は
『
意
林
』
巻
三
で
は
河
平
四
年
（
前
二
五
）
の
上
言
と

　
　
あ
り
、
ま
た
『
玉
海
』
『
郡
斎
読
書
志
』
『
文
献
通
考
』
で
は
陽
朔
元
年
（
前

　
　
二
四
）
撰
と
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
、
『
説
苑
』
に
つ
い
て
は
『
玉
海
』
な
ど

　
　
で

は
鴻
嘉
四
年
（
前
一
七
）
に
上
っ
た
と
す
る
こ
と
に
ふ
れ
な
が
ら
、
『
漢

　
　
書
』
本
伝
で
は
『
列
女
伝
』
を
序
次
し
た
こ
と
が
永
始
元
年
（
前
一
六
）

　
　
の

成
帝
の
昌
陵
を
営
起
し
て
数
年
成
ら
ず
復
た
延
陵
に
還
帰
し
た
こ
と
に

　
　
対
す
る
劉
向
の
上
疏
の
後
に
列
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、
永
始
の

　
　
頃
ま
で
に
は
こ
れ
ら
三
書
が
完
成
し
た
も
の
か
と
す
る
。
ま
た
『
列
女
伝
』

㎝（餅つ
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の

「
孫
叔
教
母
」
「
斉
鍾
離
春
」
な
ど
と
『
新
序
』
に
見
え
る
類
似
の
伝

　

と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
表
現
の
特
徴
に
す
ぎ
な
い
が
『
列
女
伝
』
の
方

　

が
後
に
成
立
し
た
形
跡
が
窺
わ
れ
る
と
し
、
『
新
序
』
よ
り
後
、
『
説
苑
』

　

と
相
前
後
し
て
『
列
女
伝
』
が
劉
向
六
十
歳
（
鴻
嘉
元
年
　
前
二
〇
）
頃

　

成
立
し
た
か
と
し
て
い
る
。
池
田
氏
は
、
『
説
苑
』
の
成
立
年
代
に
つ
い

　

て
、
『
漢
書
』
に
は
明
確
な
記
述
は
な
い
が
、
『
列
女
伝
』
が
趙
皇
后
や
衛

　

捷
好
が
全
盛
を
極
め
て
い
た
陽
朔
か
ら
永
始
中
（
前
二
四
～
前
＝
二
）
に

　

か
け
て
書
か
れ
た
こ
と
は
動
か
せ
な
い
の
で
、
『
新
序
』
『
説
苑
』
の
成
立

　

も
お
お
よ
そ
そ
の
辺
り
と
見
て
よ
い
と
し
、
ま
た
『
説
苑
』
が
『
新
序
』

　

の
後
で
あ
る
こ
と
は
、
『
説
苑
』
叙
録
に
「
新
序
と
復
重
す
る
者
を
除
去
す
」

　

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
と
す
る
。
本
稿
で
は
、
主
に
『
説
苑
』

　

を
こ
の
二
つ
の
考
証
を
参
考
に
し
て
、
三
書
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
、
そ

　

の
上
限

は
下
見
氏
の
考
証
に
従
い
、
下
限
は
池
田
氏
の
説
に
従
っ
た
。
な

　

お
、
本
稿
で
は
『
説
苑
』
を
主
な
考
察
の
対
象
と
す
る
が
、
そ
の
成
立
時

　

期
を
表
記
す
る
際
に
は
、
右
の
三
書
の
成
立
時
期
を
も
っ
て
こ
れ
に
当
て

　
る
こ
と
と
す
る
。

（
4
）
野
間
文
史
「
新
序
・
説
苑
孜
－
説
話
に
よ
る
思
想
表
現
の
形
式
1
」
（
『
広

　

島
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
五
、
一
九
七
六
）
、
池
田
秀
三
「
劉
向
の
学
問

　

と
思
想
」
（
『
東
方
学
報
　
京
都
』
五
〇
、
一
九
七
八
）
一
章
、
下
見
氏
前

　

掲
書
の
序
論
篇
一
章
二
節
。
野
間
氏
論
文
は
ま
た
『
新
序
』
『
説
苑
』
に

　

は
劉
向
自
身
の
主
張
が
積
極
的
に
表
現
さ
れ
た
論
説
文
が
少
な
か
ら
ず
存

　

在
す
る
と
指
摘
す
る
。

（
5
）
向
賭
俗
弥
奢
淫
、
而
趙
・
衛
之
属
起
微
賎
、
鍮
礼
制
。
向
以
為
王
教
由

　

内
及
外
、
自
近
者
始
。
故
採
取
詩
書
所
載
賢
妃
貞
婦
、
興
国
顕
家
可
法
則
、

　

及
壁
嬰
乱
亡
者
、
序
次
為
列
女
伝
、
凡
八
篇
、
以
戒
天
子
。
及
采
伝
記
行

　

事
、
著
新
序
・
説
苑
凡
五
十
篇
奏
之
。

（
6
）
注
（
4
）
所
掲
の
池
田
氏
論
文
・
一
章
。

（
7
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
斎
木
哲
郎
「
劉
向
の
思
想
と
そ
の
時
代
」
（
『
秦

　

漢
儒
教
の
研
究
』
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
、
初
出
は
一
九
九
七
）
六
節

　

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
8
）
『
史
記
』
巻
一
〇
孝
文
本
紀
「
夏
啓
以
光
」
句
に
対
す
る
『
索
隠
』
の

　

按
語

に
、
『
漢
書
』
蓋
寛
饒
伝
の
「
五
帝
官
天
下
、
三
王
家
天
下
、
官
以

　

伝
賢
人
、
家
以
伝
子
孫
」
と
い
う
文
を
挙
げ
て
、
そ
の
「
官
」
の
字
義
に

　

つ
い
て

「官
猶
公
也
、
謂
不
私
也
」
と
説
明
す
る
の
を
参
考
に
し
た
。

（
9
）
こ
の
説
話
は
『
韓
非
子
』
外
儲
説
右
上
篇
所
収
の
説
話
を
ほ
ぼ
そ
の
ま

　

ま
採
録
し
て
あ
る
が
、
劉
向
が
こ
れ
を
至
公
篇
に
転
載
し
た
事
実
を
重
視

　

し
、
こ
こ
で
は
劉
向
の
公
私
観
が
示
さ
れ
た
資
料
と
し
て
こ
れ
を
取
り
扱

　
・
つ
。

（
1
0
）
『
列
女
伝
』
賢
明
伝
「
秦
穆
公
姫
」
に
、
異
母
弟
の
晋
の
恵
公
の
即
位

　

に
際
し
て
秦
穆
公
夫
人
が
助
言
し
た
言
葉
と
し
て
「
公
族
者
君
之
根
本
」

　
と
も
あ
る
。

（
1
1
）
た
だ
し
『
新
序
』
の
雑
事
篇
一
の
五
章
で
、
己
の
後
継
に
仇
讐
の
解
狐
を
、

　

国
尉
に
己
の
子
の
午
を
晋
君
に
推
薦
し
た
晋
大
夫
の
祁
蘂
を
評
し
て
「
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　

子
謂
祁
蘂
能
挙
善
　
、
称
其
讐
不
為
詔
、
立
其
子
不
為
比
。
…
外
挙
不
避

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　

仇
讐
、
内
挙
不
回
親
戚
、
可
謂
至
公
　
」
と
言
う
よ
う
に
、
劉
向
の
掲
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　

る
尊
賢
使
能
の
原
則
は
君
主
の
有
能
な
親
族
の
挙
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は

　
な
い
。

（
1
2
）
天
命
は
恒
常
的
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
善
な
る
者
に
就
き
悪

　

な
る
者
か
ら
は
離
れ
る
、
の
意
で
用
い
た
。
『
詩
経
』
大
雅
・
文
王
に
「
侯

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　

服
干
周
、
天
命
靡
常
。
股
士
膚
敏
、
課
将
干
周
」
と
あ
り
、
ま
た
「
天
命

　

靡
常
」
句
の
鄭
注
に
「
無
常
者
、
善
則
就
之
、
悪
則
去
之
」
と
あ
る
。

（
1
3
）
当
該
上
奏
文
に
「
舜
命
九
官
、
済
済
相
譲
、
和
之
至
也
。
衆
賢
和
於
朝
、

　

則
万
物
和
於
野
。
…
四
海
之
内
、
靡
不
和
寧
。
…
諸
侯
和
於
下
、
天
応
報

　

於

上
。
…
此
皆
以
和
致
和
、
獲
天
助
也
。
…
下
至
幽
・
属
之
際
、
朝
廷
不

　

和
、
転
相
非
怨
、
…
衆
小
在
位
而
従
邪
議
、
獄
激
相
是
而
背
君
子
、
…
君

　

子
独
居
守
正
、
不
擁
衆
柾
、
勉
強
以
従
王
事
則
反
見
憎
毒
読
憩
。
…
天
変

　

見
於
上
、
地
変
動
於
下
、
水
泉
沸
騰
、
山
谷
易
処
。
…
此
皆
不
和
、
賢
不

　

肖
易
位
之
所
致
也
」
と
あ
る
の
を
斜
酌
し
た
。

鮒（トつ
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（
1
4
）
当
該
上
奏
文
に
「
今
倭
邪
与
賢
臣
並
在
交
戟
之
内
、
合
党
共
謀
、
違
善

　

依
悪
、
獄
獄
設
設
、
数
設
危
険
之
言
、
欲
以
傾
移
主
上
。
如
忽
然
用
之
、

　

此
天
地
之
所
以
先
戒
、
災
異
之
所
以
重
至
者
也
」
と
あ
る
の
を
斜
酌
し
た
。

（
1
5
）
当
該
上
奏
文
に
「
今
以
陛
下
明
知
、
誠
深
思
天
地
之
心
、
　
察
両
観
之
諌
、

　

…
考
祥
応
之
福
、
省
災
異
之
禍
、
以
揆
当
世
之
変
、
放
遠
俵
邪
之
党
、
壊

　

散
険
識
之
聚
、
杜
閉
群
柾
之
門
、
広
開
衆
正
之
路
、
決
断
狐
疑
、
分
別
猶

　

豫
、
使
是
非
嫡
然
可
知
、
則
百
異
消
滅
、
而
衆
祥
並
至
、
太
平
之
基
、
万

　

世
之
利
也
」
と
あ
る
の
を
斜
酌
し
た
。

（
1
6
）
田
中
麻
紗
巳
『
両
漢
思
想
の
研
究
』
（
研
文
出
版
、
一
九
八
六
）
二
章

　

一
節
「
劉
向
の
災
異
説
」
（
本
論
文
の
初
出
は
一
九
七
〇
年
）
は
五
行
志

　

所
収
の
劉
向
説
を
検
討
し
、
劉
向
に
お
け
る
災
異
を
下
す
天
は
、
災
異
の

　

意
味
を
強
め
る
た
め
に
使
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
災
異
に
前
兆
の
意
味
の
あ

　

る
こ
と
を
謎
告
す
る
天
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
「
劉
向
の
災
異
説
の
機
構

　

は
『
五
行
伝
』
の
説
を
中
心
と
し
、
そ
の
機
械
論
的
な
性
格
を
補
足
す
る

　

も
の
と
し
て
象
数
易
・
陰
陽
（
気
）
の
考
え
が
採
用
さ
れ
、
更
に
前
兆
の

　

意
味
を
加
え
る
の
に
天
の
考
え
が
使
わ
れ
た
。
…
た
だ
し
前
兆
の
働
き
を

　

認
め

る
だ
け
で
、
予
言
へ
は
進
ま
な
か
っ
た
」
と
す
る
。
た
だ
、
後
述
の

　

陽
朔
二
年
の
陳
湯
に
伝
え
た
劉
向
の
言
葉
と
五
行
志
下
之
上
所
収
の
河
平

　

三
年
及
び
元
延
三
年
の
異
変
に
関
す
る
劉
向
説
と
は
、
劉
向
が
予
言
に
進

　

ん
だ

二
例
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

（
1
7
）
注
（
1
6
）
所
掲
田
中
氏
論
文
参
照
。

（
1
8
）
注
（
4
）
所
掲
池
田
氏
論
文
の
注
（
5
1
）
参
照
。

（
1
9
）
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
災
異
説
と
同
旨
の
説
が
二
章
（
1
）
節
で
取
り
上

　

げ

た
『
漢
書
』
本
伝
所
収
の
陽
朔
二
年
の
上
奏
文
の
中
略
部
分
に
次
の
よ

　

う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
確
実
で
あ
る
。
「
物
盛
必
有
非
常
之
変
先
見
、
為

　

其
人
微
象
。
孝
昭
帝
時
、
冠
石
立
於
泰
山
、
朴
柳
起
於
上
林
而
孝
宣
帝
即

　

位
。
今
王
氏
先
祖
墳
墓
在
済
南
者
、
其
梓
柱
生
枝
葉
、
扶
疏
上
出
屋
、
根

　

函
地
中
、
錐
立
石
起
柳
、
無
以
過
此
之
明
也
」
。
な
お
、
『
漢
書
』
巻
七
五

　

李
尋
伝
に
よ
れ
ば
、
陽
朔
二
年
に
、
斉
人
の
甘
忠
可
が
『
天
官
歴
』
『
包

　

元
太
平
経
』
十
二
巻
を
詐
造
し
て
「
漢
家
逢
天
地
之
大
終
、
当
更
受
命
於
天
、

　

天
帝
使
真
人
赤
精
子
、
下
教
我
此
道
」
と
言
っ
た
が
、
中
塁
校
尉
の
劉
向

　

は
甘
忠
可
は
鬼
神
に
借
り
て
天
子
を
眩
ま
せ
民
衆
を
惑
わ
せ
て
い
る
と
上

　

奏
し
、
こ
れ
を
否
定
し
た
と
い
う
。
こ
の
劉
向
の
行
動
の
背
後
に
は
、
漢

　

家
は
も
は
や
再
受
命
な
ど
で
き
ぬ
ほ
ど
衰
落
し
て
い
る
と
の
認
識
が
あ
っ

　
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
2
0
）
『
韓
詩
外
伝
』
侠
文
（
『
太
平
御
覧
』
巻
一
四
六
・
皇
親
部
一
二
・
太
子

　

一
所
引
）
に
も
「
五
帝
官
天
下
、
三
王
家
天
下
、
家
以
伝
子
、
官
以
伝
賢
」

　

云
々

と
あ
る
。
『
韓
詩
外
伝
』
『
韓
詩
易
伝
』
は
い
ず
れ
も
前
漢
文
帝
期
か

　

ら
武
帝
期
ま
で
に
活
躍
し
た
韓
嬰
の
著
作
で
あ
る
。

　
　

な
お
、
『
礼
記
』
礼
運
篇
に
も
同
類
の
考
え
方
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
と
『
説

　

苑
』
の
公
私
観
と
の
同
異
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
く
。
礼
運
篇
が
、
大
道

　

が

行
わ
れ
天
下
を
公
と
す
る
理
想
的
な
統
治
が
行
わ
れ
た
古
代
を
「
大

　

同
」
の
世
と
呼
び
、
大
道
が
行
わ
れ
な
く
な
り
天
下
を
家
と
す
る
統
治
が

　

行
わ
れ
た
三
代
を
「
小
康
」
の
世
と
呼
ん
で
両
者
を
公
私
・
上
下
に
区
別

　

す
る
点
は
、
『
説
苑
』
の
立
場
と
共
通
す
る
。
し
か
し
、
礼
運
篇
は
「
小

　

康
」
の
世
で
は
「
大
人
世
及
以
為
礼
」
と
言
っ
て
世
襲
制
が
行
わ
れ
た
と

　

す
る
点
は
『
説
苑
』
と
同
じ
だ
が
、
「
大
同
」
の
世
に
お
い
て
は
「
選
賢

　

与
能
」
と
い
う
尊
賢
使
能
の
原
則
が
行
わ
れ
た
と
は
し
て
も
君
位
に
関
し

　

て

禅
譲
が
行
わ
れ
た
と
は
し
て
い
な
い
点
が
『
説
苑
』
と
は
異
な
る
。
ま

　

た
礼
運
篇
は
「
大
同
」
の
世
に
行
わ
れ
た
尊
賢
の
原
則
と
「
小
康
」
の
世

　

に
行
わ
れ
た
「
各
親
其
親
、
各
子
其
子
」
と
い
う
親
親
の
原
則
と
を
上
下

　

に
区
別
し
な
が
ら
両
者
の
両
立
を
図
っ
て
い
る
が
、
二
章
（
4
）
節
で
見

　

た
よ
う
に
、
『
説
苑
』
は
天
下
を
家
と
す
る
次
元
の
公
に
お
い
て
、
尊
賢

　

と
親
親
の
両
原
則
を
必
ず
し
も
整
合
さ
せ
な
い
ま
ま
い
ず
れ
も
是
と
し
て

　

お

り
、
こ
の
点
で
も
『
説
苑
』
と
礼
運
篇
と
は
異
な
る
。
更
に
、
礼
運
篇

　

は
「
礼
、
先
王
以
承
天
之
道
、
以
治
人
之
情
」
と
言
い
、
「
人
者
、
其
天

　

地
之
徳
、
陰
陽
之
交
、
鬼
神
之
会
、
五
行
之
秀
気
也
」
と
言
っ
て
、
天
道

　

に
基
づ
く
礼
に
よ
っ
て
天
地
に
基
づ
く
人
の
感
情
を
治
め
る
三
代
の
統
治

働（トつ
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は
、
「
聖
人
耐
以
天
下
為
一
家
、
以
中
国
為
一
人
」
「
大
道
之
行
也
、
与
三

　

代
之
英
、
丘
未
之
逮
也
」
と
言
う
よ
う
に
、
天
下
・
中
国
を
和
合
し
て
一

　

家
や
一
人
の
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
で
、
「
大
同
」
の
時
代
に
準
ず
る

　

効
用
を
挙
げ
た
と
い
う
。
礼
運
篇
の
説
く
、
こ
う
し
た
天
下
を
家
と
す
る

　

統
治
の
、
礼
を
用
い
る
こ
と
に
よ
る
天
下
を
公
と
す
る
統
治
へ
の
近
接
は

　
『
説
苑
』
に
は
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
板
野
長
八
「
『
礼
記
』
の
大
同
」
（
『
北

　

海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』
5
、
一
九
五
六
）
は
、
礼
運
篇
を
荷
子
よ
り
董

　

仲
詩
へ
の
橋
渡
し
を
な
す
漢
初
の
成
立
と
す
る
。

（
2
1
）
三
つ
の
異
変
と
は
、
泰
山
で
大
石
が
自
立
し
た
こ
と
、
昌
邑
で
倒
れ
た

　

社
の
枯
木
が
再
生
し
た
こ
と
、
上
林
苑
中
で
倒
れ
た
大
柳
樹
が
自
立
し
、

　

そ
の
樹
葉
の
虫
食
い
箇
所
が
「
公
孫
病
已
立
」
と
い
う
文
字
と
な
っ
て
い

　

た
こ
と
の
三
つ
を
指
す
。
畦
弘
の
解
釈
は
「
石
柳
皆
陰
類
、
下
民
之
象
、

　

泰
山
者
岱
宗
之
嶽
、
王
者
易
姓
告
代
之
処
。
今
大
石
自
立
、
優
柳
復
起
、

　

非
人
カ
所
為
、
此
当
有
従
匹
夫
為
天
子
者
。
枯
社
木
復
生
、
故
廃
之
家
公

　

孫
氏
当
復
興
者
也
」
と
い
う
も
の
で
、
こ
こ
で
は
匹
夫
の
身
か
ら
天
子
と

　

な
る
と
し
て
公
孫
氏
の
再
興
が
予
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
注

　

（
1
6
）
所
掲
田
中
論
文
は
昭
帝
期
の
畦
弘
を
漢
代
の
災
異
説
に
お
い
て
予

　

言
を
行
な
っ
た
最
初
の
例
と
指
摘
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
注
（
1
9
）
で
ふ
れ

　

た
陽
朔
二
年
の
劉
向
の
上
奏
文
に
「
物
盛
必
有
非
常
之
変
先
見
、
為
其
人

　

微
象
。
孝
昭
帝
時
、
冠
石
立
於
泰
山
、
朴
柳
起
於
上
林
而
孝
宣
帝
即
位
」

　

と
あ
り
、
物
事
が
盛
ん
に
な
る
と
き
に
は
非
常
の
異
変
が
前
兆
と
し
て
現

　

れ

る
と
し
て
、
昭
帝
期
の
異
変
と
の
ち
の
宣
帝
の
即
位
と
を
結
び
つ
け
て

　

い

る
が
、
そ
の
結
び
つ
け
方
に
お
い
て
先
の
畦
弘
の
解
釈
・
予
言
が
ふ
ま

　

え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
注
（
1
6
）
で
ふ
れ
た
よ
う
に
劉
向
の
災
異
説
に
も

　

二
例
だ
け
だ
が
予
言
に
進
ん
だ
も
の
が
あ
る
。
従
っ
て
、
劉
向
は
唯
弘
か

　

ら
そ
の
予
言
に
進
む
災
異
説
の
傾
向
を
少
し
だ
が
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ

　
る
。

（
2
2
）
筆
者
は
畦
弘
の
引
く
「
先
師
董
仲
詩
」
の
言
葉
と
は
董
仲
訂
自
身
の
言

　

葉
で
は
な
く
硅
弘
の
春
秋
公
羊
学
説
を
先
師
の
名
を
借
り
て
権
威
づ
け
た

も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
以
下
そ
の
理
由
を
記
す
。
『
漢
書
』
巻
五
六
・

董
仲
箭
伝
所
収
の
所
謂
天
人
三
策
の
第
一
策
に
「
臣
聞
天
之
所
大
奉
使
之

王
者
、
必
有
非
人
カ
所
能
致
而
自
至
者
、
此
受
命
之
符
也
。
天
下
之
人
同

心
帰
之
、
若
帰
父
母
、
故
天
瑞
応
誠
而
至
」
と
あ
り
、
第
二
策
に
「
臣
聞

発
受
命
、
以
天
下
為
憂
。
…
尭
崩
、
天
下
不
帰
発
子
丹
朱
而
帰
舜
。
舜
知

不
可
辟
、
乃
即
天
子
之
位
、
以
禺
為
相
、
因
尭
之
輔
佐
、
継
其
統
業
、
是

以
垂
操
無
為
而
天
下
治
」
と
あ
る
か
ら
、
董
仲
箭
は
発
の
禅
譲
は
天
命
が

そ
の
背
後
に
働
い
て
い
る
と
見
て
い
る
。
ま
た
董
仲
箭
後
学
の
手
に
な
る

と
思
わ
れ
る
『
春
秋
繁
露
』
発
舜
不
檀
移
、
湯
武
不
専
殺
篇
に
は
尭
舜
は

天

よ
り
命
を
受
け
た
天
の
子
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
尭
舜
之
不
私
伝
天
下
而

檀
移
位
也
、
無
所
疑
也
」
と
述
べ
、
自
ら
他
に
位
を
譲
る
意
味
で
の
禅
譲

を
認
め
な
い
。
ま
た
「
天
之
生
民
、
非
為
王
也
、
而
天
立
王
以
為
民
也
」

と
し
、
天
は
常
予
常
奪
は
せ
ず
、
そ
の
命
の
授
与
は
統
治
者
の
徳
の
有
無

に
従
う
の
で
、
湯
武
の
討
伐
は
天
に
よ
る
討
伐
と
同
義
だ
と
す
る
。
ま
た

同
じ
く
三
代
改
正
質
文
篇
で
は
「
天
之
命
無
常
、
唯
徳
是
慶
」
（
蘇
輿
の
『
義

証
』
に
よ
り
文
字
を
改
め
て
あ
る
）
「
春
秋
当
新
王
者
奈
何
。
日
、
王
者

之
法
、
必
正
号
、
細
王
謂
之
帝
、
封
其
後
以
小
国
、
使
奉
祀
之
。
下
存
二

王
之
後
以
大
国
、
使
服
其
服
、
行
其
礼
楽
、
称
客
而
朝
。
故
同
時
称
帝
者
五
、

称
王
者
三
、
所
以
昭
五
端
、
通
三
統
也
」
と
し
て
通
三
統
を
説
く
。
要
す

る
に
『
繁
露
』
は
、
五
帝
三
王
の
即
位
を
全
て
受
命
に
よ
る
も
の
と
し
て

理
解
す
る
。
董
仲
箭
及
び
『
繁
露
』
の
説
く
受
命
に
よ
る
即
位
と
い
う
考

え
や
『
繁
露
』
の
説
く
「
天
命
無
常
」
観
・
通
三
統
説
は
「
先
師
董
仲
督
」

の

言
葉
と
共
通
す
る
。
し
か
し
「
漢
家
尭
後
、
有
伝
国
之
運
」
と
い
う
考

え
は
、
董
仲
箭
の
思
想
に
関
す
る
記
事
と
し
て
は
こ
の
畦
弘
の
上
奏
文
以

外

に
は
見
え
な
い
。
こ
の
漢
家
尭
後
説
を
含
む
こ
と
が
「
先
師
董
仲
野
」

の
言
葉
を
畦
弘
自
身
の
説
と
見
る
理
由
で
あ
る
。
畦
弘
は
己
の
漢
家
尭
後

の
考
え
に
『
繁
露
』
の
通
三
統
説
を
結
合
さ
せ
て
漢
帝
に
禅
譲
を
勧
め
る

独
自
の
論
理
を
組
み
立
て
、
劉
向
は
こ
れ
を
承
け
た
と
見
ら
れ
る
。
す
る

と
「
漢
家
尭
後
、
有
伝
国
之
運
」
と
い
う
説
は
畦
弘
が
漢
帝
に
禅
譲
を
勧

⑩q傷喝
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め

る
論
理
を
補
強
す
る
た
め
の
材
料
と
し
て
案
出
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

　

か
。
な
お
、
福
井
重
雅
『
漢
代
儒
教
の
史
的
研
究
－
儒
教
の
官
学
化
を
め

　

ぐ
る
再
検
討
1
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
）
終
章
一
・
二
節
は
、
漢
発

　

後
説
が
董
仲
静
や
畦
弘
の
説
で
あ
る
こ
と
を
疑
問
視
し
、
劉
向
の
創
案
に

　

な
る
も
の
だ
と
す
る
。

（
2
3
）
成
帝
の
在
位
期
間
（
前
三
二
～
前
七
）
を
通
し
て
、
輔
政
者
と
し
て
の

　

大

司
馬
の
地
位
は
、
王
鳳
（
前
三
三
年
、
大
司
馬
大
将
軍
就
任
）
↓
王
音

　

（前
二
二
年
、
大
司
馬
車
騎
将
軍
就
任
）
↓
王
商
（
前
一
五
年
、
大
司
馬

　

衛
将
軍
就
任
。
前
十
三
年
、
罷
免
。
前
十
二
年
再
任
）
↓
王
根
（
前
一
二
年
、

　

大

司
馬
票
騎
将
軍
就
任
。
前
八
年
、
改
め
て
大
司
馬
と
し
て
再
任
）
↓
王

　

葬
（
前
八
年
、
大
司
馬
就
任
）
と
い
う
具
合
に
、
全
て
王
氏
一
族
に
よ
っ

　

て
嗣
が
れ
た
。

（
2
4
）
禅
譲
を
公
と
す
る
に
当
っ
て
は
成
帝
に
依
然
と
し
て
子
が
出
来
な
か
っ

　

た
と
い
う
状
況
も
考
慮
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
劉
向
は
成
帝
が
禅
譲

　

を
実
行
し
う
る
器
量
を
有
す
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
は
、
前
掲
の
『
説
苑
』
至
公
篇
五
章
の
説
話
で
は
、
飽
叔
令
之
が
秦

　

始
皇
帝
に
「
五
帝
以
天
下
為
官
、
三
王
以
天
下
為
家
」
と
の
趣
旨
を
述
べ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　

た
の
ち
「
陛
下
行
桀
紺
之
道
、
欲
為
五
帝
之
禅
、
非
陛
下
所
能
行
也
」
と

　

述
べ
、
更
に
豪
奢
な
楼
台
・
宮
殿
・
鐘
と
虞
・
陵
墓
の
建
造
や
多
数
の
婦

　

女
・
侶
優
の
所
持
を
批
判
し
て
「
所
以
自
奉
者
、
琿
天
下
、
蜴
民
力
。
偏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　

駁
自
私
、
不
能
以
及
人
。
陛
下
所
謂
自
営
僅
存
之
主
也
。
何
暇
比
徳
五
帝
、

　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　

欲
官
天
下
哉
」
と
述
べ
て
痛
烈
な
批
判
を
加
え
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
に

　

表
現
さ
れ
る
秦
始
皇
帝
の
所
業
は
明
ら
か
に
成
帝
の
そ
れ
を
比
擬
し
た
も

　

の
だ

と
捉
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
二
章
（
2
）
節
で
ふ
れ
た
永
始
元
年

　

の
上
奏
文
の
中
略
部
分
で
も
、
成
帝
の
陵
墓
造
営
の
豪
奢
さ
を
戒
め
る
に

　

当
り
、
秦
始
皇
帝
の
朧
山
陵
造
営
の
豪
奢
さ
と
そ
れ
に
よ
る
被
災
と
を
例

　

と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

（
2
5
）
『
漢
書
』
本
伝
に
「
向
自
見
得
信
於
上
、
故
常
顕
訟
宗
室
、
識
刺
王
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　

及
在
位
大
臣
、
其
言
多
痛
切
、
発
於
至
誠
。
上
数
欲
用
向
為
九
卿
、
軌
不

　

為
王
氏
居
位
者
及
丞
相
御
史
所
持
、
故
終
不
遷
。
居
列
大
夫
官
前
後
三
十

　

鯨
年
、
年
七
十
二
卒
」
と
あ
る
。

（
2
6
）
注
（
7
）
所
掲
斎
木
氏
論
文
の
「
ま
と
め
」
で
も
同
様
の
こ
と
が
述
べ

　

ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
劉
向
の
禅
譲
説
と
王
葬
の
禅
譲
革
命
と
が
天

　

意
に
従
う
禅
譲
を
重
視
す
る
点
で
共
通
す
る
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
し

　
た
。
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